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翻訳　梅　山　秀　幸

　戊寅の年（1758）の初め，英廟はお加減が悪くていらっしゃったが，小朝はあい

かわらずご病気で，お見舞いもなさらなかった。ぼんやりとお過ごしになるだけ

で，そのご様子が月ごとに，日ごとに重くなりまさってゆき，会って拝見するたび

に，こちらも正気を失いそうであったが，そのありさまをどう形容すればいいだろ

うか。正月に月城尉1）の喪が生じ，和順翁主には血統を伝える子どもがいなかった

が，まっ正直なお心に大義をしっかりとお考えになって，十七日のあいだというも

の穀を絶ち，喪にお服しになった。王家においてこれほど立派なことはなかった

が，英廟は，老父をさしおいて，ご自身のことばを聞かずにお亡くなりになったの

を不孝だとお怒りになって，旋門2）を請われたのを，お許しにならなかった。小朝

にはその妹御の節烈に嘆服して，くりかえしほめたたえていらっしゃったが，ご病

気の中にあっても，どうしてそのようなことをお忘れにならなかったのだろう。

　丁丑の年（1757）の十一月の出来事3）の後，観煕閣にとどまっていらっしゃった

が，戊寅の年（1758）の二月，大朝はまたなにごとかがご不満だったようで，小朝

のいらっしゃるところにやって来られた。小朝のなさっていることが，どうしても

目に障らずにはいない。崇文堂におわたりになって，小朝をお呼びになったが，去

年の十一月の出来事の後，初めてお会いになるのだった。いろいろなお振る舞いに

ついてお叱りになったが，特に人をお殺しになったことを，大朝はお聞きになっ

て，ほんとうにそんなことをなさったのかどうか知りたいとお考えになって，真実

をいうようにお命じになった。小朝は，大朝が少しでもそのことをご存じになった

なら，一大事になるとご理解なさってはいても，御前に出ると，自身のなさったこ

とをまっ正直にお話しになるというふうであった。隠し事をなさらない天性でもっ

て，お話しになったのだが，はなはだ面妖なことではあった。その日，小朝が応答
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なさって，

　「心火が起これば，居ても立ってもいられなくなり，人を殺したり，鶏や獣を殺

　したりすれば，やっと気持ちが落ち着くのです」

とおっしゃった。大朝が，

　「どうして，そんなふうなのだ」

とお尋ねになると，

　「心に傷があって，そうなのです」

とお答えになる。

　「どうして，心に傷を受けたのか」

というお尋ねには，小朝は，

　「愛されていないので，悲しく，お叱りになるので，恐ろしく，そのことが諺火

　となっているのです」

とおっしゃって，ご自分がお殺しになった人数をひとりも欠かすことなく，細々と

みなお告げになった。大朝におかれても，そのとき，たとえ一時であっても，天倫

の情が通じたのか，お心に憐れみのお気持ちが生じ，

　　「おまえも，今からは，そのようなことをしてはならない」

とおっしゃって，お怒りがすこしおさまったようであった。景春殿にいらっしゃっ

て，わたくしどもには，

　　「世子があのようになったのも，当然であったかもしれない」

とおっしゃったが，父と子のあいだで，そうしたおことばが出たのは初めてであっ

た。あまり予期せぬおことばであったから，わたくしは耳を疑いながらも，それを

聞いて狂喜し，感極まって，涙を流しながら，

　　「そのとおりではございませんか。幼い時分からかわいがっていただけず，一度

　怒られれば，二度怒られて，それで，お心の病にかかられて，ああおなりになっ

　たのです」

と申し上げた。すると，

　　「心が傷ついてああなったというのかね」

とおっしゃったから，

　　r傷ついたと申すのでしょうか。恩愛を十分にお受けになっていれば，ああはお

　なりにならなかったでございましょう」

と申し上げて，悲しくて，泣くと，大朝はやさしいお顔で，
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〔翻訳〕恵慶宮洪氏『閑中録』（⇒（梅山）

　「それなら，わしがあのようにしてしまったわけだ。これからどうして安らかに

　眠り，どうしておいしく食事をすることができようか。さてさて，わしが事実を

　うやむやにして葬ってしまうことにしよう」

とおっしゃった。それが戊寅の年（1758）の二月二十七日のことであった。

　わたくしは，大朝が観煕閣におわたりになる様子を拝見して，またどんな一大事

が起こるかと，気が気でなく，動転していたところ，予期せぬおことばをうかがっ

たものだから，感激のあまり，

　「それはどんなにかありがたいことでございましょう。そのように，お気づかい

　いただければ」

と申し上げて，お辞儀をして，揉み手をして手を合わせて感謝した。わたくしの挙

動をけなげに思われたのか，大朝はきびしい表情を崩されて，

　「では，そのようにしよう」

とおっしゃって，出て行かれた。大朝はこれからどのようになさるおつもりなの

か，見通しのはっきりしない夢のようでもあった。小朝がわたくしをお呼びになっ

たので，行って，お顔を拝して，

　「どうして，お尋ねにもならない，人殺しの話しなどをなさったのですか。すす

　んでそのような話しをなさって，挙句の果てには，人のせいになさった。どうし

　て心配せずにいられましょうか」

と申し上げると，

　「ご存じのくせに，お尋ねなので，みなお話しするほかなかったのだ」

とお答えになった。

　「どのようになさるおっもりですか」

とお尋ねすると，

　「そのようにがみがみいわないでほしい」

とおっしゃるので，

　「このようなことをお聞きになったからには，今後はお父さまとのあいだも幸多

　く，きっとうまくお運びにおなりでしょう」

と申し上げた。すると，小朝は突然かんしゃくを起こして，

　「あなたは父上が特にかわいがっている嫁だが，父上のことばをほんとうに信じ

　ているのか。気休めにはなるけれども，とても信じられない話しだ。いずれにし

　ろ，わたしが死んでしまえばいいのだ」
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とおっしゃった。

　そのようなときには，ご病気の人のようではなく，さきほど大朝が悠然たる天倫

によってお許しになったことを，なかなか信じられないご様子であったが，いっ

しょに，そのお話しをしながら，感激して，泣いたものであった。小朝は病患の中

であっても，くりかえしそのお話しをなさって，先行きに対して明るい見通しをお

もちになった。これがどうして涙を流さずにいられたろう。しかし，天が父子おふ

たりのあいだをそのままに引き裂いて置こうとしたものか，お父さまが気を取り直

そうとなさっても，だれがさせるというのでもなく，ふたたび憎悪が生じてしまう

のだった。お子さまの方は，お会いするときには，いつわることなく，ご自分の過

失をありのままに告白なさったのだが，これは天質の善良なるところといってよ

く，普通ならば，どうしてこんなにこじれることがあったろう。天はどうして朝鮮

国に万古にない悲しみを見せて，哀痛させるのであろう。

　そのおり，小朝には衣帯病が激しくおなりであったが，それはいったいどういう

病であったか。これはまた，形容のしようもない奇怪な病であって，たいがい，お

着物の一つでも召そうとなさると，十着でも，あるいは二，三上着でもそろえさせ

なくては気がすまず，鬼神かなんぞがとり葱いたかのように，気に入らなければ，

火にくべたりもして，一着ずつ順にお召し替えになるのだった。そうして，ちゃん

とお召しになれば，幸いなことで，お側に仕える者がすこしでもまちがえると，衣

服をおびることなく，ご自身もぐったり疲れ，周りの者みながくたびれ果てる，他

にくらべるものとてない，困り果てたご病気であった。あるときにはあまりに度を

越したお振る舞いもあった。木綿など東宮のお蔵には多くあったが，その疋物を渡

してもらいもせず，仕立てることもできなかったのに，それが怠慢で気に入らない

といって，あっというまもなく，人をお殺しになった。あまりに衣服のことにこだ

わって，お心を砕かれたが，わが家のお父さまはこのことをお聞きになって，心配

して嘆息なさることがかぎりなかった。お父さまはわたくしの心労と殺害される人

のことを哀れにお思いになって，そのお召し物の材料の布を引き続き送ってくだ

さった。そのご病気が六，七年のあいだ続き，特に盛んなときもあるかと思うと，

やや鎮静するときもあった。そうして衣服を着ることができず，苦労をなさった

が，すこしでも症状が起こったときに，天幸によって一着でもお召しになることが

できれば，ご自身も幸せなことのように思われて，今度はその気に入ったお着物を

すっかり汚くなるまでお召しになった。これはいったいどのようなご病気というの
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〔翻訳〕恵慶宮洪氏『閑中録』（E）（梅山）

だろうか，千百の病の中にも，服を着るのを嫌う病というのは昔から聞いたことも

なく，どうして至尊の東宮がこのようなご病気になられたのか，天を呼んだところ

で，わかりようもない。

　貞聖王后と仁元王后お二方の小祥4）を11waに行って，二月ほどのあいだ，めざまし

い事故とてなく過ぎて行った。国位5）の後，小朝はそれまで弘陵に参拝なさってい

なかったので，やむをえず，今回，随駕をおさせなさった。その年，梅雨がながび

き，陵行の日には大雨が降りしきった。大朝は，天気がこのように悪いのは，小朝

を連れて来たせいだとして，陵に着く前に，

　「おまえは帰れ」

とおっしゃって，ご自分だけがお行きになった。小朝は陵に参拝しようとして，そ

れを止められなさったが，これは百官軍民の見るところで，いかにも奇怪なことで

あった。わたくしは陵行からご無事にお帰りになることを祈っていたが，小朝の消

息をうかがって，宣禧宮のお側にいて，まったく呆然としてしまい，小朝がお帰り

になったら，どんなにかんしゃくを起こされるかと気が気ではなく，その大雨に遭

われて引っ返されたお気持ちを推測するのであった。はたして，激しいかんしゃく

が起こって，まっすぐにはお帰りでなく，ソウルの軍営に立ち寄って，気分がくさ

くさするのを鎮めてから，帰って来られたが，そのご様子は暗く，陰欝であったこ

とはいかばかりであったろうか。そのような小朝のご様子を拝見すると，大雨は病

のせいなどではなく，また大舜の孝行でもっても仕方のないことなので，悲しまず

にはいられなかった。宣禧宮とわたくしはたがいに向き合い，抱き合って，ただ泣

くばかりのことであったが，ご自身も，

　「しだいしだいに，生きることがいやになってしまった」

とおっしゃって，その後，衣服を誤まって着て，そのことが人の眼にどう映るか心

配して，衣帯症が募って行って，お気の毒でならなかった。

　その年の十二月から大朝のお加減が悪く，乙卯の年（1759）の元旦の魂殿のお祭

りにはお出ましにならなかった。小朝は，お見舞いしようとして，またそのお見舞

いのことで気が塞いで，あるいはお見舞いしたところで，大朝にはお喜びにはなる

まいと考えると，小朝は憂欝もはなはだしく，極度に恐れかしこまっておられるご

様子であったが，それなのに，どうしてお見舞いなどなさったのだろうか。大朝を

お見舞いなさっているあいだというもの，わたくしは恐ろしく，不安でならなかっ

た。そのときの領相は金尚魯で，小朝はその者にねんごろにお頼みになったが，尚
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魯とういう人物は，小朝が志を得られないでいらっしゃるのに同情するふりをし

て，ありがたがられるように，ことばたくみに仕向けたので，丁丑の年（1757）の

十一月の出来事からは恩人のようにお思いであった。大朝のご容態はかんばしくな

く，国事をどうするかご心配であるというお話しを大臣たちにはしばしばなさった

が，そのとき，臣下たちにとっては事態にどう対応するかまことにむずかしかっ

た。大朝と小朝のあいだでおことばを交されることすらきわめてまれで，尚魯は小

朝には成り行きにまかせるようにといい，大朝には聖意のとおりに遵守するとし

て，泣いて悲しむ様子を見せていた。ただ，尚魯が大朝になにか申し上げようとし

ても，寝殿には宣禧宮が昼夜を分かたずお側に待っていらっしゃり，また近侍する

内人たちがいるために，お話し申し上げることができなかった。そこで，大朝が恭

黙閣で居盧6）なさっているときには，房が二間きりで，内房の扉の下にやすんでい

らっしゃったが，表の房のひと間には三人の提調と医官がつめていたので，大臣は

大朝が頭を置かれたところのすぐそばにいて，密々細語をしようとしたものの，中

に人々が集まっていたためにできなかった。それでいつも，房の床になにか指で書

いてご覧にいれるのだが，なにもお伝えすることはできなかった。大朝は敷居をた

たいて嘆息なさるばかり，尚魯は平伏したまま歯噛みをした。そのとき，尚魯は最

上級の大臣でありながら，なぜか働突もしないで，陰険にも二つの殿宮を往き来し

て，くちばしをさしいれたが，どうしてそんな振る舞いをしたのだろうか。宣禧宮

はいつもその場にいらっしゃったが，尚魯がなにか文字を書いてご覧に入れようと

しているのを見ては，痛憤して，いまいましいことだと考えていらっしゃった。

　そのころのこと，清術の疫疾は当初は軽くはなかったものの，後には順調に回復

して，大朝のお加減も一年後にはすっかりよくなって，清術をご覧になろうとみず

からおわたりになったことがあった。まことにそれは慶事であったといってよい。

　乙卯の年（1759）の三月に世孫の冊封のことをお決めになって，孝昭殿7）と徽寧

殿8）にご報告なさった。小朝はその病患の中にあっても，世孫の冊封の礼が行われ

たことを奇特なこととお喜びになって，病症がはなはだしいときには，妻子をお見

分けになることもできないほどであったが，世孫をかわいがられる様はくらべるも

のとてなく，妹たちであっても，群主たちがあえてまぎれて近づいたり，庶出たち

がなれなれしく接したりしないように，名分をきびしくなさった。そうしたときに

は，どうしてご病気のようでいらっしゃったろうか。両聖母の三年の喪を終えて，

五月六日には仁元大后の耐大廟9）まで行われたが，そのもの寂しい気持ちをどう形

214
一 86一



〔翻訳〕恵慶宮洪氏『閑中録』日（梅山）

容することができよう。耐大廟のおりに，礼曹において墳を選ぶことを請われた

が，孝昭殿にお告げになって，嬢をお決めになり，六月には婚姻の礼が執り行われ

た。そのとき，小朝のご病気はいよいよ重く，みな口に出しこそしないものの，お

おいに気掛かりなことであった。宣禧宮はわたくしに，

　「貞聖王后がいらっしゃらなくなった上は，この嘉礼を執り行って，すぐに王妃

　の位を定めるのが当然でしょう」

とおっしゃって，英廟にもお祝いを申され，嘉礼のお支度もみずからなさって，決

してまこころをお尽くしにならないということはなく，大朝のために尽くされた徳

行はご立派であった。嘉礼の翌日，小朝とわたくしが中宮10）のところに朝見に

参ったとき，大朝と新しいお后がいっしょに応接なさったが，小朝は行礼を至極丁

寧になさった。あるいは礼節が遜順でなくはないかとご心配になっていたようだ

が，ご本性として誠孝でいらっしゃったことが，こうしたところからもわかろうと

いうものであった。

　閏六月に世孫は冊封の礼を明政殿において行われたが，そのとき八歳であった。

そのご様子は厳かで，岐疑となさっていたが，そのお年で，どうしてそのようで

あったのだろうか。外側から拝見すると，小朝ご自身は政治をあずかる儲の君であ

り，またご子息が八歳となって，世孫の冊封の礼まで行われたのだから，国勢は泰

山のように盤石で，いったいなにを心配することがあったろう。しかし，宮廷の様

子は朝夕にますます安寧でなくなって，天を仰いでその行く末をうかがい知ろうに

も術がなかった。秋と冬のあいだは，嘉礼の後のことでもあって，王さまのお心も

おのずと閑暇ではなく，おわたりになることも少なかったから，なんとかその年を

やり過ごして，庚辰の年（1760）になったが，その年はご病気がいっそう重くなっ

て行った。大朝がお叱りになることも日々にはなはだしくなり，小朝のかんしゃく

も激しくなって，例の衣帯病も極端なほどになっていった。突然，知らない人間が

拝謁しようとやって来たときには，人をやってしばらく足止めをして，出て行かれ

るとき，あるいはどうしても気に入らないとなると，その衣帯を着ずに脱いでおし

まいになり，緋綬の軍服一着を着ることになれば，軍服何着かを作って，無数に火

にくべ，やっとのことで，そのうちの一着をお召しになった。己卯の年（1759）と

庚辰の年（1760）のあいだ，軍服を作らなかった緋椴はなん匹も残らなかった。す

こしでもお気に召すようなすばらしい緋椴がないかと，そのとき，わたくしはどん

なに心を砕いたことであったろう。
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　異常なことが，正月二十一日のお誕生日に起こった。その日はふだんのように過

ごされて，ご気分もよさそうであったが，是非，その日は次対11）を行おうと，春

坊官をお呼びになって，東宮のことをお話しになったが，そのことで大きな悲しみ

が生じることとなった。いよいよ悲しく，気の毒なことが重なって行って，どの年

に誕生日を普通にお過ごしになったことがあったろうか。その日，ひもじい思いを

なさって，宮中は恐れおののきながら過ごしたが，運命がどうしてそのようで，ひ

たすらに悲しい目にお遭いなのであろうか。庚辰の年（1760）の誕生日には，とも

あれ，どんなことがあったというのか，かんしゃくがおおいに起こって，その日か

らは，父母を敬うことばもなく，下品なことばで天地を分かたず，いきどおり，ま

た悲しんで，

　「生きていても，なんだというのだ」

とおっしゃって，宣禧宮に対しても不敬のことばの数々を投げかけられた。世孫を

はじめとしてその妹たちもお見舞いしたが，高声を上げて，

　「父母を知らないわたしが子どものことなど知ったことか。消えうせろ」

とおっしゃった。九歳，七歳，五歳の子どもたちが，お父さまのお誕生日だという

ので，正装をして，冠帯を帯びて，拝礼したのであったが，その恐ろしい怒り声を

聞いて，おおいにおどろき，怖じ気づいたことは，いかばかりであったろうか。

　病患がいよいよ募って行って，これまではわたくしに辛く当たられることがあっ

ても，お母さまに対してはそのようなことはなかったのに，その日のころから，も

はやお母さまに対しても，ご病気をお隠しになることもなくなった。前日までは，

宣禧宮はご病気の話しをお聞きになったとしても，あるいはなにかのまちがいでは

ないかとお疑いになっていたが，初めてみずからご覧になって，驚愕のあまり，お

ことばもなかった。小朝は七十歳におなりの慈母をご覧になってもわからず，かわ

いがった子どもたちのことも忘れていらっしゃるご様子であったから，宣禧宮と子

どもたちの心はおどろきのあまり凍り付いたようであった。そうした光景がいった

いどこにありえよう。わたくしは，そのとき，切りさいなまれるような気持ちで，

悲しくて，死んでしまいたいほどであったが，生きながらえるしかなく，その錯乱

ぶりはとうてい人心地といえたものではなかった。その年の春は，小朝のご病気が

日に日に重くなって行き，昼夜となく心配していたが，夏は日照りになったので，

大朝はまたお心を曇らせて，

　「小朝が徳を磨かないせいだ」
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とおっしゃった。いささか聞くに忍びないおことばが数多くあったが，やむをえな

いご病気でこのようなことになって，耐えがたい心配は無窮にあったから，一時で

あれ，生きることなく，昼夜となく，そのまま死ぬことだけを考えたことであっ

た。

　鄭氏の妻12）は，後には世孫に対してけしからぬ振る舞いをしたが，小朝のこと

についてはみずから身体を賭して，小朝に対してすこしでも大朝のお心が和らぐよ

うにお諌めしないのは罪がましいことだと考えていたが，今はそのお兄さまをこわ

がって，どんなことであっても，

　「わたしにはなにもできません」

といって，なにもなさらなくなった。庚辰の年（1760）になって，ご病気がいよい

よ進んで後，初めは財物も持ち出して，好意を示そうとなさったし，その前には静

かにおとなしくして，落ち着いてお話しもなさったのだったが，かんしゃくが激し

くなって，悲しみもいよいよはなはだしくなり，ついに怒りが爆発してしまったの

だった。妹は父親から慈愛を多く蒙っているのに，自分はどうしてこのように辛い

目に遭うのであろうと，妹にも責任があるようにお思いになって，こらえていらっ

しゃったものがはじけて，

　「みんな，みんな，いい加減にしろ」

とお叫びになった。鄭氏の妻は恐ろしくも感じ，また憐れにも思いながら，身の危

険をかろうじて脱して，無事であった。その鄭氏の妻の話しが大朝にそのまま伝

わったならば，事がどのように転ぶかわからないので，いささかの事故もなく，無

事にすむように，いろいろと知恵を廻らせた。引見をなされば，小朝のお話しが出

るために，引見をなさらないように仕向けて，鄭氏の妻がまた出て行くと，そこで

またどんなことが起こらないでもないと心配して，

　「二度と，顔を見たくない」

とおっしゃって，またなにごとかが起こるのを恐れて，しばらくのあいだ，その家

に出て行かれないようになさった。日城尉の養子の厚謙の冠礼を六月の初旬に行う

ことになっていたが，お行きになることもできなかった。ご自身のご病気とご自身

の身の上がしだいに困難な状況になって来て，その一方で，また一つの宮廷の中で

じっとお過ごしになることもできなかった。突然，大朝が御所をお移しになったの

で，ご自身はただひとり残されて，後苑に出て刀を執って，うさばらしでもしよう

となさったが，不意に思いついて，七月初めのころ，鄭氏の妻に，
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　「どうしても一つ宮殿の中だけにじっとして生きて行くことはできない。上の宮

　殿を見たいものだ。なんとか手段をこうじて，行きたいものだが」

といって，お頼みになった。そんなことをなさろうというときには，わたくしや鄭

氏の妻に，

　「うまくはからってくれ」

とおっしゃったが，こちらの心配はいかばかりであったことか。そのときわたくし

が経験したことは，死と生が紙一重のあいだにあったといえよう。翁主はといえ

ば，どのようにお考えになったことか，ご自身もお移りになることにして，八日を

その日とお決めになったので，六日に翁主を呼んで，刀に手をかけて，

　「これから，わたしになにかあれば，まずこの刀でおまえをあやめるぞ」

と，脅しになった。宣禧宮も，翁主がどうなることかとご心配になって，やって来

られ，その光景を目になさったが，そのお気持ちはいかばかりであったろう。翁主

は泣いて，

　「以後は気をつけますので，命だけは助けてください」

と，お頼みになったが，小朝はさらに翁主をさいなんで，

　「この宮廷にだけいては，気持ちがくさくさして，滅入ってしまう。わたしが温

　陽に行けるようにしてほしい。わたしが湿気で足が弱っていることは，おまえも

　知っていることだ。行けるようにしろ」

とおっしゃったので，

　「そういたしましょう」

と申し上げて，やっとのことで引き下がられた。大朝が慶煕宮へお移りになって，

小朝に温陽へ行かれるよう命令が下ったというのも，こうして翁主が大朝に懇切に

お願いなさったという曲折があって，なんとかすんなりと通ったのだった。そうで

なければ，どうして突然に宮廷を移られて，東宮が温陽にお出かけになるといった

ことができたろう。なるほど奇妙なことである。こうした手段をはやくからとっ

て，父子おふたりのあいだを，身をなげうって努めれば，修復できたであろうか。

しかし，すべて天がそう仕向けたことであって，どうすることができたろう。わた

くしは小朝とともに旅に出て行こうとせず，立っていたところ，碁盤を投げつけら

れて，左の目を傷つけ，危うく瞳が光りを失うところであったが，さいわいにそれ

を免れ，おどろいて見ると，傷口はたいそう大きかった。旅にお出かけになるとき

には，お別れのことばもなかった。宣禧宮に顔を向けて拝することもできず，愕然
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たる思いを抱いて，どうして生きて行くことができたろう。死のうとしたところ

で，世孫を見捨てることができず，決断することができない。さまざまに困難なこ

とがあったが，それをどうしてみな書き記すことができようか。

　旅にお出かけになることになって，温陽への道中の警固を固め，七月十三日にお

発ちになったが，宣禧宮は慈母の情として，温陽からどうか無事にお帰りになるよ

う願うお気持ちと，ご心配なさる情理は形容することもできないほどで，お食事を

続けて作って，送って差し上げなさった。そのとき，姪子の李仁剛が公州営将で

あったから，どう過ごされているかご様子を存じていようから，しきりに消息を知

りたいと思われたようだが，どうしてそうでないわけがあったろう。小朝は温陽に

お出かけになるとき，どのようなお考えからか，大朝にお暇乞いをして，お出かけ

になろうとなさった。そのご旅行の威儀は粛々として，統制がとれており，ご自身

の前には前駆けをたくさん立てて，巡礼守が声を晴れやかに挙げ，軍楽をいかめし

く奏でて，お出かけになった。大朝はやむをえずお送りなさったが，どうしてその

ようにご準備くださったのだろうか。そのときの臣下のだれが，おふたりのあいだ

のことで口をさしはさむことができたろう。小朝のことがわが身にとってあまりに

も重く，あまりにも恐ろしくて，わたくしの命も不知不覚のうちに，いつの日に終

るかわからない状態でもあったから，心の中ではいっしょにいないことを願うよう

になって，温陽にお出かけになっているあいだだけでも，幸福に感じたことであっ

た。

　お父さまが心配なさり，おふたりのあいだでむずかしい立場で過ごされたこと

を，筆でどう記録することができようか。昼となく夜となく，父と娘は肝腸を焼い

て過ごしたが，こうした情景は後世の人たちが想像したところで，わかろうはずも

ない。温陽にお出かけになったときに，世孫が，

　「季の舅13）と守栄14）を呼んでほしい」

とおっしゃった。わたくしは生命が朝夕の間といった状態であったから，親戚の者

も心配をして，甥と弟の妻などがやって来た。

　東宮が温陽にお出かけになろうとなさったときは，人がみな息絶えたかのように

見えたが，城門を出ようとするときには，激しいかんしゃくが起こり，一路の邪魔

物もないようにして，通る路に恩と威の二つが並び行われるようになさった。百姓

たちが鼓舞して，聖明の主だとたたえ，行宮に着かれた後からも，同じように徳を

施されたために，温陽一邑はしずかで，安全であったから，英徳を祝って，讃嘆す
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ることしきりであった。そのとき，小朝は実におだやかで，病患が消えうせ，本来

の天性が戻って来られたかのようであった。しかし，わざわざお出かけになっては

みたものの，温陽のようなちっぽけな村にどのような面白い景致があって，壮麗な

物色があるというのだろうか。十日あまりこ滞在になると，またもや塞ぎの虫が起

こってしまい，八月六日にはお戻りになった。その後，今度は，

　「温陽は憂諺だから，平山に行きたい」

とおっしゃったものの，くり返して平山に行きたいというお話しをなさることもな

く，平山は狭苦しく，憂諺なのは温陽だけでもないと，お出かけになることもなく

なって，そのまま，くさくさしていらっしゃった。春坊官や臣下たちは．

　「大朝に拝謁なさってください」

と上書を差し上げたが，お行きになる様子はなく，そのことで大きな心配をしたこ

とであった。

　大朝は世孫をしばしばお側に引き連れていらっしゃったが，小朝のことでしだい

に心配も重なって，公の席においてもいつもため息をつかれ，おのずと宗社のため

に国を世孫にお譲りになることをお考えになるようになった。世孫は成長して，英

明であり，その応対と行動が大朝のお心にも大いにかなっていらっしゃったから，

愛情のこもったおことばをおかけになることもしばしばであった。小朝はいつも会

議の議論を史官に記録させてご覧になっていたが，その中に世孫を誉めたたえて，

　「国の大事を世孫に任せて見よう」

と，大朝がおっしゃったところに目をおとどめになった。小朝は世孫を愛してい

らっしゃったものの，帝王の家の父子のあいだは昔からむずかしいもので，まして

ご病気のご自分は幼い時分から慈愛をお受けにならなかったことが恨みの至りと

なっていらっしゃったのに，その息子だけがほめたたえられていたのでは，その激

しいかんしゃくの中で，どうなさったものであろうか。世孫の一身に宗社の存亡が

かかっており，世孫が平安でいらっしゃることが国家の保全されることであった

が，世孫になにごともないようにするには，その議事録を小朝がご覧にならないよ

うにすることであった。しかし，小朝は内官にいいつけて，史官の書いた議事の記

録をあらためてご覧になろうとなさった。まさに危急のときであったから，わたく

しは内官に直接いって，問題となる句節は削りとるようにさせたが，このことをお

父さまは奇特なこととお思いになったようで，

　「いかにも，世孫が平安にお育ちになることを第一にしよう」
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とおっしゃった。お父さまは至極であった国家への忠誠によって，あちこちに周旋

して，そうしたことは削って，外に書いて置くようになさった。お父さまはこの困

難な局面に当たって，大朝の恩恵も深く，小朝も保護しようとして，また世孫のた

めにも平安でいらっしゃれるようになさったが，胸が焦がれるような心配が過ぎた

ときには激気が盛んになって，関格症がいつも起こるご様子で，わたくしをご覧に

なると，空を仰いで，国家の太平をお祈りになった。世孫を保護して宗社を維持で

きる要点がその議事の記録をご覧にならないということにあって，わたくしたち父

と娘の焦燥というのも，人としての常理，人情というべきであり，その苦心と至誠

は神明にもはっきりとしていよう。もしも小朝が，大朝が世孫を賞賛していらっ

しゃるおことばを文書の中にはっきりとご覧になったとしたら，世孫をめざましく

思われて，どんな事態に立ち至るかわからなかった。

　このようにして，辛巳の年（1761）となったが，ご病気はいよいよ重くおなりで

あった。大朝が宮廷をお移りになってからは，後苑に出て，馬に乗り，槍刀を振り

回しては，日をお送りになっていたが，七月の温陽への旅行の後からは，後苑にい

つも出られていたのが，それも退屈になって，不意に市中への微行をお始めになっ

た。初めてのことであったから，おどろいたことといったらなかったが，そのおど

ろきをどう形容すればいいだろうか。そのご病気が現われると，人を殺してしまわ

れるのであった。お着物係りのヒョンスの母が入って行ったところ，ご病気がいよ

いよ重くなっていて，その者を寵愛なさったこともお忘れになってしまうありさま

で，辛巳の正月に微行なさろうと，衣服を着替えようとなさったときであったが，

ご病気が出てしまい，その者を打ち殺して，お出かけになった。宮廷でこうした事

故が起こって，その者の人生が惜しまれるだけではなく，その者には子どもたちが

いて，その幼い者たちの様子は見るからに，むごいことであった。いつ帰って来ら

れるかわからなかったが，死体を片時も放って置くことができず，その晩をほとん

ど明かして，送りだすことにして，龍洞宮において護喪の役を定め，喪事の費用を

十分に与えた。後になって，東宮が帰って来られたものの，そのことについてはな

にもお話しにならず，すでに精神はすっかりおかしくなっておられるようで，なに

ごともおわかりにならないようであった。正月，二月，三月と，微行をくり返され

たが，出入りが突然のことであったから，わたくしはただただ恐ろしくて，慌てふ

ためいたことはどれほどであったことだろう。

　三月に世孫は入学して，その同じ月に冠礼が慶煕宮において執り行われた。母親
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の自然な情理として，どうしてそれを拝見したくないということがあったろうか。

しかし，小朝にお行きになろうという様子がまるでなかったから，わたくしひとり

がどのような顔をして拝見しに行くことができたろうか。病を称して，参列しな

かったが，そうした情理がいったいどこにあったろうか。その年の二，三月に続け

て李天輔，李琿，関百祥といった三人の政丞が死んだ。王さまもお身体が思わしく

ないときに，大臣がいなくなって，三月にはお父さまが執政の命をお受けになった

が，ご自身の立場やら国の情勢やらを考えれば，どうして本心から出仕をお望み

であったろう。休戚の義と捨身の心でもって，そのとき，屋敷に下がっていらっ

しゃったが，世の人々にはまったく理解してもらえそうになく，宗国のために断固

として，一片の血心をもって身を投げうつこととし，国の存亡に賭しなさった。

いったい，いつになったら，心配して恐れることもなく，また，いつになったら，

焦燥して困り果てずにすむようにおなりであったのだろうか。

　三月の終りに小朝は平壌にお忍びで旅行をなさったが，これは，そのとき，西

伯15）が翁主の姻三寸の鄭量良16）であったから，そのようなことをしても，父王に

は知れないだろうと考えて，お出かけになったのだった。小朝ではないということ

にしてあったものの，監司は旅営の中でどうして気を落ち着けていられたろう。す

こし離れて，営外で待令して，お食事と道中でお使いになるものをみな進上した

が，肝腸を焼くように苦労したから，長林に出て来たときには，血を吐いたりした

のだった。その監司の心配は尽きず，甥の日城尉はいらっしゃらなかったが，翁主

を偏愛なさっていたから，恐ろしく思って，そのとき，不安におののいたことはど

れほどであったろうか。その小朝の西行のあいだ，わたくしの心配は口に出すこと

もなかったが，お父さまは心配して，前後もわきまえず，それとなく，監司に連絡

して，消息を知った上で，いつも宮廷にお出かけになったが，自宅に帰って来られ

ても，床に座ったまま夜をお明かしになるご様子で，ご自身の心事はいかばかりで

あったことだろう。小朝がなさることを大朝に申し上げることはなさらなかった

し，小朝をお諌めするつもりもどうしておありであったろう。お諌めしてすむので

あれば，どんなお心でお諌めしないでいらしたことであろう。たとえ，お諌めした

としても，お聞き分けになる道理はなかった。連座して，ご自身の身も安全でなく

なって，子女たちまでどうなることかわからないから，お諌めにならなかったとい

うわけでもない。小朝はまったくご病気でいらっしゃったから，ただ一心に世孫だ

けでも保全しようと心を砕かれたのだった。それを知らない者たちは輔導を誤った
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として責めたてたけれど，だれにこうした苦衷をお話しになることができたろう。

ただ遭遇なさったのが，まことに危険な事態で，そのことがくやしく，恨めしく思

われるのであった。

　西行なさって，二十日あまりたって，四月二十日ごろにはお帰りになった。その

間，露見しないか不安であったが，かえって，どうということもなく，西行の間

は，ご病気でいらっしゃるということにして，内官の口を固め，長番内官の柳仁植

が下の部屋に眠り，小朝のことばを装って，朴文興がさまざまのことについて応答

した。そのことが知れたらと思うと，恐ろしく，気が気ではなかった。そのとき，

サ在謙の上書が出て，お諌めするのは臣下の分として当然のことではあったが，小

朝はご存じになる状況になく，大朝がご存じになれば，どんな変事が起こるかわか

らなかった。今や小朝をお諌めすることすらむずかしくなっていたのだった。西行

の後，小朝はわずかに平静をお取り戻しになったようで，次対もなさり，講莚もな

さり，なんとか気持ちを鎮めようとお努めになるご様子はけなげなほどであった。

その後，次対において啓禧がなにごとかを申し上げ，それに対して命令をきびしく

下されて，漢の江武の故事まで引かれた様子は，ご病気ではないようでいらっ

しゃったので，お父さまはたいへんお喜びになって，帰って来るや，すぐにそのこ

とをわたくしにお話しくださったのだった。

　五月十日の後，初めて，慶煕宮におもむき，大朝へお見舞いうかがいなさった

が，天の幸ともいうべきか，つっがなく，戻って来られた。わたくしも，十五日ご

ろ，世孫といっしょに慶煕宮に参って，大朝に拝謁して，宣禧宮にもお会いした

が，胸が塞がってしまい，一言もお話しできなかった。小朝は六月におこりを患わ

れて，数カ月を心配な状態でお過ごしになったが，その年は春から微行などなさっ

たことで，玉体をそこなって，その病が現われたのであったろう。わたくしにとっ

てはこのことが，人事として不思議でもあり，万古にないことをご経験になって，

そのご病気によってお亡くなりになるとすれば，離別の痛みこれにまさるものはな

かった。ご自身の悲しみと妻子の恨みがこのようなままで，世間の悲しみと人々の

痛みと，さらにはわたくしの一家の悲しみもこのような極点に至ってしまったので

は，天道がいったいどこにあるのか理解できないことであった。八月におこりの症

状が盛んで，九月になって，大朝は承政院日記をとってご覧になって，徐命膚の上

書に東宮の西行のことがあるのを，初めてご存じになった。そのとき，一幕の風波

があったが，大きな変事に至らなかったのは，ひとえに鄭量良の尽力による。
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　小朝が昌徳宮へお移りになることになって，そのとき，内官もお罰しになった

が，どうしてそのままに放って置くことができたろう。わたくしは，幼いころか

ら，大朝のなさることを見聞きして来たが，小さなことにわずらわしいほどに細か

くこだわって，事が大きく重い事柄になると，なぜか，小事に激怒なさるのにくら

べると，穏やかといっていいほどであった。小朝が人を殺生なさったという話しを

お聞きになって，

　「心に痛みがあって，そうしたのであろう」

とおっしゃって，かえって，お慰めになったのに，西行をお知りになるや，お怒り

とその処分はいかばかりであったことか。後にはそのようにお叱りにはならなかっ

たが，事があまりに重大であったから，そのままにして置かれたのだった。そのと

き，お移りになるよう命令が出たので，ご自身が散らかしていらっしゃった武器，

諸道具をみなおしまいになって，ご自身もご無事ではないご覚悟で，環翠亭17）に

いらっしゃった。わたくしは何年ものあいだ，小朝から情のこもったおことばを聞

いたことがなかったが，その日は，わたくしに，

　「決して無事ではすまされまいが，いったいどうすればいいだろう」

とおっしゃった。わたくしは気持ちが塞いで，

　「お気の毒ですが，よもや，どうなさろうというおつもりですか」

とお答えした。すると，

　「どうしたものか，世孫はおかわいがりになって，世孫はいるが，わたしはまる

　でいないかのようにお扱いになる。世孫はわたしの息子であるのに，父子が禍福

　を同じくしないというのは，いったいどういうことだ」

とおっしゃった。また，

　「おまえには考えが及ぶまいが，わたしをお嫌いになることがいよいよはなはだ

　しく，わたしをわずらわしくお思いのようだ。わたしを廃して，世孫を孝章太子

　の養子とすれば，どうであろうか」

とおっしゃった。そんなお話しをなさるときは，ご病気の様子ではなく，冷静にお

話しになったが，そのおことばが気の毒でたまらず，悲しくて

　「そのような道理がどこにございましょうか」

と申し上げた。すると，また，

　「今に見て置くがよい。おまえはかわいらしく，わたしにとっても好ましい人物

　だが，おまえと子どもたちはかわいそうだとして，わたしだけをあれこれなさる
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〔翻訳〕恵慶宮洪氏『閑中録』（三）（梅山）

　ことになろう。病がこのように重くなって，どうして生きていけようか」

とおっしゃった。わたくしは，あまりにお気の毒で，泣きながら聞いていたが，甲

申の年（1764）に，悲しく，恨めしく，痛ましいことに当たって18），そのときな

さったお話しを思い出すと，未来をよく推量なさって，その日，そのようなことを

おっしゃったのが，尋常のことでなく，霊魂によってお見通しであったことが，ひ

どく，むごいことにも思われる。

　忍び歩きをなさらないようになって，禍の気配がややおさまったものの，ひとた

び，外の見物をなさると，病状はそのまま募った。十月になって，また重くなっ

て，心配であったが，世孫績を選ぶことになった。清風金氏の家19）は大家徳門と

いってよく，金判書聖応の大夫人20）の還暦のお祝いの宴にお父さまはお行きに

なったが，そこで，大妃殿21＞の幼な姿をご覧になって，尋常ならざる資質である

というお話しをお聞きになっていた。処女単子に金判書時黙22）の女と書かれてい

るのを，小朝はご覧になって，おおいにお気に入りのようであったが，翁主にお便

りを差し上げて，この者でないようなら，知らせるようにとおっしゃった。ところ

が，テ得養の娘に大朝のお心が傾いて，宮中の意見もそちらに傾いたようであった

が，小朝はお行きになることがなかったから，わたくしもどうしてわざわざその場

に出かけよう。

　わたくしはわが子を慈しむ天倫のほかに，おのずから別の情理によっても，その

花嫁選びに関わらないことが気掛かりであったが，そうした自然な情を抑えて，

寒々とした心を抱いたまま過ごし，東宮もあきたりないと心配なさっていたもの

の，やはり金氏に決まって，おおいにお喜びになった。二度目のお目見えがあって

からすぐ，世孫嬢は痘病におかかりになって，続いて世孫も同じく痘病におかかり

になったが，十二月の十日ごろには回癒なさった。大朝はたいへんご心配になって

いたが，ご回癒をお喜びになり，小朝もまたお喜びになって，あれこれと注意な

さっていたが，そういうときには，まったくご病気のようではいらっしゃらなかっ

た。わたくしは他の人にはない情理でもって，重いご病気に手を合わせて，太平に

ご回癒なさることを，天地神明にお祈りしたが，そのことと，お父さまが宿直し

て，昼夜にお気遣いなさったまごころは，くり返していうまでのことがあろうか。

祖宗の神霊がお守りしたのか，両宮ともに次々と順調におなおりになって，十二月

には三度目のお目見えとなった。その慶事をどう形容することができよう。

　三度目のお目見えのときには，父母にまみえないわけにはいかないとして，小朝
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とわたくしを出席させなさったが，世孫とその墳宮を見ることはまことに喜ばし

かった。しかし，小朝はやって来られたのはいいが，態度が陰諺で落ち着きなく，

気もそぞろといったご様子であった。小朝は例の衣帯症によって何度も着替え，網

巾23）を何度でも替えて，玉貫子24）も気に入らずに何度も取り替えたすえに，やっ

とのことで，その日は細工のたくみな通政玉貫子25）を帯びてお出かけになった。

思賢閣において大朝と小朝とがお会いになったところ，その通政玉貫子が虎斑の貫

子のようであったから，その場にふさわしくなく，王世子らしからぬものとされた

が，そのことがどうして大事に至らなければならなかったのか，まだ妻子がやって

来ない前に，その貫子のことで，大朝は怒りを発して，お叱りになったので，その

まま席に出られず，帰ってしまわれた。そのことがまことに悲しく，そこまでなさ

らなくともいいのではと思われたが，東宮には花嫁をご覧になることもなく，その

お気持ちはいかばかりであったろう。そのようなことがあったにもかかわらず，か

んしゃくを起こさずにうやうやしく身を処すことがどうしておできであったのだろ

う。わたくしは後に死ぬことになってもいいという覚悟をもって参席し，世孫嬢を

拝見することができたが，小朝が三度のお目見えで一度もお見えにならなかったこ

とは，薄情なことのようでもあり，あるべきことでもなかった。中宮，宣禧宮，翁

主などは，

　「別宮への路は昌徳宮を通ります。王さまには申し上げずに，むやみにお連れす

　るのはおそれおおいけれど，おそらくは拝見できることでしょう」

とおっしゃって，議論はそんなところに落ち着いたのであった。そこで，近侍の内

官に，

　「下の宮廷を通るときに，わたしの螢といっしょに入るようにしてほしい」

といいつけて，世孫嬢をお連れした。小朝は世孫嬢をご覧になることもなく下がっ

て来られたために，気分がすぐれず，そこはかとなく悲しくて，徳成閣で息を潜め

てぼんやりとしていらっしゃったが，

　「世孫婚を連れて参りました」

と申し上げると，うれしそうに起き上がり，その花嫁をいたわって，格別に愛しな

さって，晩になると，別宮にまでお送りになった。事勢が許さず，花嫁をお連れし

て舅のご覧にいれることにしたのは，大朝をおだまし申すようで，おそれおおいこ

とではあった。小朝は日に日にお気の毒な様子で，日に日にご病気が募り，大朝に

対してなさる不敬のおことばがしだいにとどまるところを知らなくなっていったか
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〔翻訳〕恵慶宮洪氏『閑中録』（E）（梅山）

ら，それがまた心配の種となった。

　昼夜に心は恐れおののき，わたくしの生命もいっなんどき，どうなるかわからな

かったが，なんとか結婚の大礼が滞りなく行われるようにと心を砕いた。とうと

う，年が替わり，壬午の年（1762）となって，嘉礼は二月二日に行われることと

なった。はやく日が過ぎて，嘉礼が順調に行われるのを待ち望んでいたが，正月十

日過ぎに，突然，大朝には喉が痛み，その症状が決して軽くはなく，大事が迫って

いるのに，どうしたらいいか，もどかしく思われたが，針をお受けになって，すぐ

におなおりになったのは，まことに万幸というべきであった。嘉礼の期日がすでに

迫っていたから，きわめて重い人倫のことを廃止せずにすんだのであった。その二

日の日に，

　「世孫を連れて参るように」

とおっしゃると，世孫はすぐにお行きになり，小朝も早々と参上なさったが，崇賢

門の外でしばらくお休みになった。景賢堂において婚姻の儀式は行われ，一堂に

祖，子，孫の三代が集まって，孫の嘉礼を執り行って，奥雁26）を行った。その儀

式の華やかさと慶事の壮麗さはとてもことばに言い尽くせないほどであった。醒礼

の後，大礼は光明殿において行われた。小朝は絹煕堂にお泊りになり，世孫と世孫

墳は光明殿で一夜を過ごされ，翌日には，両殿すなわち王および王妃，そして両宮

すなわち東宮および東宮妃が一殿において世孫墳の朝見をお受けすることになっ

た。王および王妃は光明殿の北壁の椅子にお座りになり，東宮の座席は東側に，わ

たくしの座席は西側にしっらわれた。

　世孫と世孫績はまことに幼く，歩くのもたどたどしいほどで，そのお目見えのあ

いだ，おふたりはたがいにもじもじと下を向いて向かい合っていらっしゃるだけで

あった。たがいにご覧になることが照れ臭いようで，お話しをなさることもなかっ

たから，そのご様子がいささか気にかからないでもなく，わたくしはそれを拝見し

て，前に進み出て，世孫嬢をうながして，前に進ませ，棄栗飯と退寿飯をもたせて，

両殿，両宮におごそかに差し上げるようにさせた。まことに太平かつ万幸なことで

あった。小朝はお加減が悪いようで，三日目になって退出しようとなさったが，そ

のときには，ご病気の様子でもなく，ご自身で応接なさって，その上で退出しよう

となさったから，王さまのお心にも，国家の重大な礼に欠席することもなく，朝見

までなさったので，それを嘉として，東宮行次令をお出しになった。わたくしだけ

は三日目も見て行くようにということであったが，わたくしひとりだけがとどまる

一 99一 227



わけにも行かず，口実をもうけ，ほとんど追いかけるようにして，退出したので

あった。世孫と墳宮は三日後に昌徳宮にお下がりになった。小朝は心待ちにしてお

られて，お喜びになり，嫡宮をお呼びして，徽寧殿においてお会いになったが，感

激なさることひとしおであった。このようなときには，本性が現われて，その花嫁

をはたして尋常ではないほどに，おかわいがりになった。大妃殿の特別な愛情をお

受けになって，幼いながらも，喪事の後の悲しみははなはだしく，歳月が経つにつ

けても，追慕の気持ちが募って，話しが出ると，涙が流れ出ないことはないという

のも，かわいがられたという理由からであったが，孝誠のお気持ちがなければ，ど

うして，このようであったろう。

　近年は，小朝はお父さまとわたくしの場でお会いになることもなかったが，その

おり，お父さまが北道陵奉審27）として旅にお出かけになることになった。大朝が

わたくしに会い，さらに世孫嬢に会って行くようにとおっしゃったから，お父さま

は下の宮廷にやって来られたが，小朝はその日はお加減もよろしかったようで，お

父さまにお会いになって，花嫁自慢などをなさった。もともと，小朝はお育ちにな

る過程で，輔養官や春坊官たち以外に，親密におつきあいする縁戚といったものが

なく，外部の人間を近くに呼んで親しく語らうという機会もおもちではなかった

が，わたくしとの婚礼の後にお父さまにお会いになり，語り合って，親しくお交わ

りになったのであった。お父さまは月の一日と十五日にお見舞いに伺われることに

なっていたが，王さまのご命令があって，やって来られても，長くはおとどまりに

なることができずに，

　「禁令がきびしくて，外の人間が長くとどまることはできません」

とおっしゃって，すぐに出て行かれた。小朝にお対しになるとすぐに，ただただ勉

学なさるようお勧めして，歴史を懇切にお教えになり，学問のある古人の文章をし

ばしば書いて差し上げ，小朝が文章をお作りになれば，添削をして差し上げて，小

朝がお父さまにお学びになることはまことに多大であった。

　お父さまが千万年の将来を鑑みて，小朝が太平聖君となられるようにおおいに

願ったまごころは，ほかのどの臣下が万が一にももっていたものであろうか。大切

にお仕えしていささかの間隙もなく，しっかりと後見することはたしかに正しいこ

とであって，縁戚たちがあるいは玩具などで遊戯なさるようにして差し上げるのが

常例であっても，お父さまはそうしたお気持ちがさらさらなく，お伺いすれば，始

めから終りまで，毎度のように，
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　「孝道をお尽くしになるように」

と申し上げ，また，

　「学問に真剣にお取り組みください」

と申し上げて，

〔翻訳〕恵慶宮洪氏『閑中録』（三）（梅山）

　　　　　　　この二つのことのほかには，また別のことはお申し上げになること

がなかった。小朝を大切に思われた上に，はなはだ期待もなさって，いつも気を

配っていらっしゃったが，ご病気がしだいに重くなるに連れて，お父さまにお会い

になってあれこれとお話しになることもなくなって行った。事態の困難さが増して

行ったが，なんとか事態をよくしようと，わたくしが手紙に書いたり，またご自身

が書いて送られるようなこともなくなって，小朝はその衣服のご病気によって，死

生竿頭といった状況に立ち至ってしまったのだった。お父さまには，わたくしが，

　「衣服をご用意ください」

と申し上げたが，小朝はあえてお求めになることはなかった。錦城尉と鄭氏の妻は

もって来られたが，わたくしの家のものはもう一つももって来ることがなくなった

ので，微行をお始めになったときには，わたくしの家にまずお立ち寄りになるおっ

もりだったのに，錦城尉の家に行ってご準備になり，わたくしの家には一度もお立

ち寄りになることがなかった。こんなことには，お父さまはいつになく応接もなさ

らず，むずかしくお考えになって，忌みはばかられたのであったろう。その間，お

かしなことが多く，微行なさったことも，ご自身照れ臭く思われたのか，お父さま

にお会いして，お話しになることもなかった。

　公の場での次対ではお会いして，大朝のご病気のときは代理同然に入対してい

らっしゃったから，そのおりにも顔を合わせていらっしゃるものの，私的にお会い

することはここ数年ないままお過ごしになっていた。お父さまは，その日，小朝を

拝見してうれしく，妙年にご子息に花嫁をお貰いになったことが喜ばしく，その世

孫と世孫墳の両宮がご自身をご覧になるさまも愛らしく，喜ばしくて，お祝いを申

し上げなさった。それに対して，小朝も平生のままに応対なさって，すこしもご病

気の症状が現われなかったのは不思議で，かえって，うらめしくも思われた。

　三月には，小朝のご病気がいっそう重くなって，もうすっかり望みが持てなく

なった。その悲しみを筆でどう記すことができようか。かんしゃくが起これば，内

官や内人たちにとても口にするのをはばかるようなことをおさせになる。その者た

ちが殺されるとき，おびえながら，声を荒げて，不道であることを説いたが，わた

くしはといえば，ただ天が恐ろしく，千万回も気を失って，その者たちの死ぬのも
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知らなかった。小朝はお酒はたしなまれない。というのも，丙子の年（1756）に酒

に関して濡れ衣を被ったことが恨みとなって，大朝がおっしゃったとおりにきびし

く禁酒なさったし，酒をこっそりと差し上げたところで，もともと酒量は少なく，

ろくにお飲みにもならなかった。宮中で酒を飲むことだけを狼籍だとして禁止した

ところで，他のどんなことが心配ではなかったろう。

　庚辰の年（1760）以後，内官，内人をお殺しになることが重なった。そのいちい

ちを記憶してはいないが，表だったところでは，内需司次知の徐京達を内需司のあ

れこれのことで気に入らずにお殺しになって，出入りの番をする内官も何人かをお

殺しになり，また，宣禧宮付きの内人もひとり殺してしまわれ，いよいよ状況は危

うくなって行った。辛巳の年（1761）の微行28）のときには尼さんをひとり，さらに

関西への微行29）のときには妓生ひとりを連れて行かれたが，それをそのまま宮中

に留めて置かれた。宴会でもなさろうというときには，情をおかけになった宮中の

女奴隷たちや妓生たちがやって来ては，みだりがわしく交わりあった。万古にそう

した光景がいったいどこにあったろうか。

　二月の終りに，翁主をお呼びになったので，よいように取り計らってお連れし

た。ご自身のご病気がつらくて，お連れしろとおっしゃったものの，翁主もおびえ

なさって，その場にいたたまれずに，うやうやしいとはいえないことばを口に出さ

れたようだが，わたくしはそれをはっきりとは聞いていないことが，かえって幸で

あったかもしれない。翁主をお呼び付けになって，通明殿で宴会をなさったが，宴

会の場所は後苑でなければ，通明殿でなさることになっており，そのままお泊りに

なるときには，環翠殿でもなさった。三月はそうしてわけのわからない状態で過ぎ

て，四月になった。居処のありさまのいっさいがどうして生きた人の住むところの

ようであったろうか。まるで死んだ人の積の場所のようで，紅の旗のようなものを

作って立て，棺のようなものを置いて，その中にお休みになった。宴会をなさった

晩も深まれば，上下のものみながくたびれて眠り，床の上にはあたり一面に食べ物

が散らかって，その光景はみな鬼神のさせることで，天のさせることであると考え

ることができない。

　盲人たちも召して，印を付けて置き，その者たちがなにかことばを過てば，お殺

しになることもあり，医官，訳官，挾属といった者たちには，死ぬ者たちがいて，

病身になる者たちもいたが，ある日も，宮中で死んだ人間を何体も片付けるような

ことがあったから，内外の人心は戦々恐々として，いつ何時殺されるかわからず，
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ぶるぶるとふるえ上がっていた。ご自身の天質はまことにご立派であったはずなの

に，その穏やかだった本性を失ってしまわれて，まったく困り果てたことになって

しまったが，それをどうことばにしたらいいだろう。

　五月になって，小朝は，突然，土を掘って，そこに三間の室をお作りになった。

あいだには障子を立てて，とうとう墓室のようにしてしまい，出入り口を上に作っ

て，大きな板で蓋をして，人の身体が出入りだけできるようにして，その蓋の板の

上は芝土でおおい，土の中に家があるような痕跡もないようになさった。そのよう

に墓室をお作りになって，その中に玉燈を灯して吊し，じっと座っていらっしゃっ

た。父王がいらしゃって，小朝がなさっていることをお調べになったとしても，武

器のたぐいは，馬に至るまで，みなお隠しになっていて，お見つかりになることは

なかったが，その土中の室のことは心配でならなかった。しかし，これもみな，ま

がまがしい兆しを鬼神が示したまでのことであり，人力でいったいどうすることが

できたろうか。

　その月に宣禧宮が世孫の婚礼の後に初めて世孫績もご覧になるかたがた，下の宮

廷にお下がりになった。小朝はお喜びになって，うやうやしくおもてなしになるこ

とが目にあまるほどであったが，それはあらたまったお気持ちから，終のお別れの

おつもりで，そうなさるのかもしれなかった。食べ物や宴会の盆に並べられた物は

それはそれは豪華で，果実を高く積み上げて，人参果までご用意になり，寿席の詩

までみずからお作りになって，杯をお交わしになり，これでし残したことはないと

いわんばかりにおもてなしになった。後苑にお出になるときには，籠を大董のよう

にしてお勧めして，宣禧宮がためらいなさるのもかまわずにむりやりお乗せして，

前に大きな旗を立て，軍楽を演奏させて，お出かけであった。そのご様子は，ご自

身は親孝行のおつもりであっても，宣禧宮にとっては小朝のご病気であることの証

しに他ならなかったから，なす術もなく，どのようなお気持ちであったか推し量り

ようもない。わたくしに対しなされば，涙をお流しになって，おののきながら，

　「どうしたものでしょうね」

といって，嘆息なさった。数日のあいだお泊りになって，お戻りになったが，お母

さまも泣かれ，ご子息もたいへんに悲しくて，終天永訣のおつもりで，そのような

ことをなさったようであったが，わたくしは日に日に危険が増して行く中で，生き

てふたたび宣禧宮を拝見することができるかどうか，心が切り取られるようであっ

た。
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　そのころ，領相の申晩が，喪が明けたので，ふたたび政丞となった。大朝は三年

のあいだお会いにならなかったので，初めての人にお会いになったかのように，く

り返しお話しになることといったら，東宮に関することばかりであったから，小朝

は申晩のせいでご自身の凶行が露わになるように思われて，

　「あの政丞には福がなく，憎い奴だ」

とおっしゃって，しだいに申晩を憎む一方で，また恐ろしくもお思いであった。申

晩が大朝にどんな議訴をするかと切歯なさったから，そのためいっそう禍をかきた

てることになり，だんだん取り返しのつかないことになっていった。そうした危機

の中，思いがけなく，羅景彦のこと30）が起こったが，当時，刑曹参議はといえば，

わたくしの外四寸の李海重であった。景彦の弟の尚彦という者はどのような凶心を

もってそのようなことをしでかしたのか，事態にさらに悲しみを加えたことは，く

らべるものとてないほどであった。大朝は景彦をみずから尋問なさることになっ

て，小朝をお呼びになったので，慌てて，歩いて，上の宮廷に参られたが，そのご

様子はいかばかりであったろうか。悪いことには悪いことの重なるもので，凶悪な

輩が現われ出て，ご病気はいよいよ重くなって，くらべるものとてなく，父子のあ

いだもますます険悪で，ことばにもできないほどである。

　景彦を死刑に処すことにして，小朝は弟の尚彦を捕まえ，時敏堂の遜志閣の庭で

拷問して，教唆した者を尋ねたが，自白しなかった。その事件によって，小朝は領

政の申晩をいよいよお恨みになって，父親の罪によって永城尉31）を捕まえて，殺

してしまおうとなさった。そのときの禍色はことばにもできかねるほどで，永城尉

を今日捕まえようか，明日捕まえようかと思っていらっしゃったが，人々は永城尉

を殺さないですませようとして，すぐに捕まえて来るようなことはなかった。宣禧

宮は小朝のなさることがしだいに限度がなくなって行き，また翁主に対してもつら

くお当たりになって行ったので，お手紙に書かれることも悲しいことばかりであっ

たから，ここに書き留めることもできない。小朝は，

　「排水口を通って，上の宮廷に行って見よう」

とおっしゃって，ますます永城尉に目に物見せてくれようとお考えになった。たと

え本人を捕まえて来ることはできないにしても，永城尉の官服，朝服，戎服，日用

の道具，そして楓玉や帯に至るまで，みなもって来させて，火にくべて焼き，永城

尉の生命もまさに呼吸の間というところであった。宣禧宮は永城尉を必ずしもたい

せつにはなさっていなかったものの，しだいしだいにこんなことになって行って，
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不欄だと思うお心だけはおもちであり，小朝のなさることが極点に達するように

なって，悲しみでいっぱいにおなりであった。

　小朝は上の宮廷に排水口を通って行こうとなさったが，お行きになることができ

ず，通路を使ってお行きになった。閏五月の十一，二日の間のことであった。そう

したことに立った噂が騒ぎ立てられ，誇張されて広がらないでいようか。小朝の振

る舞いは狼籍極まりのないものであったが，前後のことみな本心からなさったので

はなく，正気をお失いになっているときには，かんしゃくを起こし，大騒ぎして，

はなはだしく病的になって，刀を振り回して人を殺そうとなさったが，すこしでも

正気をおもちになっていれば，どうしてそんなことをなさったろうか。ご自身が，

尋常でなく，かつ険悪なる運命によって，天命をみな尽きさせ，万古にない残酷な

事態に当たられる運命であったのであろうか，天はあまりにも凶悪な変事を出来さ

せて，お心もそのように作ったのであろう。天よ，天よ，いったいどうして，この

ようなことをなさったのか。

　宣禧宮は病に冒されたご子息をいくら責めたところで，どうすることもできず，

ただ慈母のお心で，他には子息がなく，このご子息にだけ生命をお賭けであったか

ら，いったいどうしたものか，皆目おわかりにならない。最初に十分に愛情をお受

けにならなかったために，このようにおなりになったわけだから，大朝に対して恨

みがないとはいえず，それがご自身にとっても終身のお心の痛みとなっていらっ

しゃった。すでに小朝のご病気がこのように進んでしまって，父母の見分けもつか

ない状態となっては，私心ではとてもどうすることもできず，ぐずぐずなさってい

たところ，とうとうご病状が危急となって，水と火の見分けもできずに，とても考

えられないようなことを仕出かしなさった。いったい朝鮮国四百年の宗社をどうな

さるおつもりであったのか。ご自身の道理としては，お身体を大切にするというの

が大義としては正しいが，すでに病によってそれができないとすれば，むしろ肉体

がない方がよいとお考えになった。すでに孝宗，顕宗，粛宗と続いた血脈は世孫に

よって受け継がれていて，千万回，愛着はあっても，国を保全するには，他の方法

はないとお考えになったのだった。十三日にわたくしに手紙をくださって，

　「昨夜の噂はいよいよ恐ろしいことになってしまった。事がこうなってしまって

　は，わたくしが死んであずかり知らないことにするか，生きて宗社を乗っ取るこ

　とにするか，ただひとえに世孫を救うのが正しいか。ともあれ，わたしは生きて

　ふたたびあなたにあいまみえる術を知らない」
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とだけしたためてあった。わたくしはその封書を握り締めて，哺泣したが，その

日，あの大変事が起ころうとは，どうして知っていたろうか。

　その日の朝，大朝はなにかのことで親政の席にお出になろうとして，景賢堂32）

の観光庁にいらっしゃった。すると，宣禧宮がいらっしゃって，泣きながら，

　「小朝の病がしだいに重くなって，望みもなくなってしまいました。わたくしと

　しては，とても情理にかなわないことではあっても，王さまのお身体を保全し，

　世孫を救い，そうして宗社を平安に保つことが正しいと思います。いたしかたご

　ざいません。大処分をなさってください」

とおっしゃり，また，続けて，

　「父子の情として，このようなことにおなりでも，原因は病にあって，病をどう

　して責めることができましょう。たとえ処分はなさっても，どうか恩恵を及ぼし

　くださって，世孫母子を平安にお助けください」

とおっしゃった。わたくしはその妻として，夫が処刑されて，それを正しいとする

ことのただひとり決してできない立場であった。わたくしは，だから，死んでし

まって，なにも知らないでいられればよかったのだが，世孫がつつがなくお育ちに

なるまでは，とても死ぬことを決断できかねて，遭遇した事態のまがまがしさに恐

れおののくだけであった。

　大朝はそれをお聞きになるや，すこしも遅滞なさらず，自死すべきであるとおっ

しゃって，昌徳宮へお移りになるようご命令を急にお出しになった。宣禧宮は母親

としての愛情も人情もお捨てになって，大義としてお話しになったものの，事が決

まってしまうや，胸を痛め，ほとんど気絶せんばかりのご様子で，ご自身のいらっ

しゃった養徳堂に行って，食事もとらず，横に臥してしまわれたが，万古にこうし

た情理がどこにあったろうか。

　小朝が昌徳宮の躇源堂にお行きになる道は二通りあったが，万安門を通って行か

れるのには故障がなく，景華門を通るのには故障が生じた。ご命令は景華門を通っ

て行くようにというものであったが，小朝は十一日の晩に排水口を出入りしたため

に，身体を水に浸らせて，十二日には通明殿にいらっしゃったが，その日，大梁が

折れたような凄まじい音がしたのをお聞きになって，嘆息して，

　「わたしが死のうとしているときに，これはまたどうしたことであろう」

とおっしゃった。

　そのとき，お父さまは宰相として初めて，五月に厳重なる戒めを受けて，職を罷
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して，東郊に一カ月あまり出ていらっしゃった。小朝はご自身の身の上が危機に瀕

しているのを悟り，趙戴浩が前任の大臣として春川にいたのを，桂坊の趙維進を

やって話しを伝えて，上京させようとなさった。こうした判断を見ると，ご病気で

いらっしゃるようではなく，すべて異常なる天の所為といってよかった。お移りに

なるようご命令が下りて，小朝は恐擢して，ひとことのことばもなく，道具や馬を

みなこっそりと指図したとおりにおさせになって，お籠に乗って景春殿の後にお出

になり，わたくしに来るようにとおっしゃった。近来，小朝の目に人の姿が映るや

いなや，事が生じることが多いので，籠は閉ざしたまま，四面に覆いをしてお出に

なられた。その日，小朝はわたくしを徳成閣にお召しになったが，そのときちょう

ど正午で，突然，無数の鵠が景春殿を取り囲んで鳴いた。これはどのような兆しな

のか，不思議なことであった。世孫は歓景殿にいらっしゃったが，わたくしの心は

恐れおののき，世孫のお身体がどうなることか心配であったから，そちらにうか

がって，世孫に，

　「どのようなことがあっても，決しておどろき騒ぐことなく，お気持ちを冷静に

　お保ちになるように」

と申し上げた。とはいうものの，わたくしもあれこれと思い迷い，いったいどうし

たものか見当もつかなかった。どうしたわけか，お移りになるのが遅れて，未の時

刻の後に徽寧殿に出られたという話しであった。そのようなときに，小朝はわたく

しに徳成閣に来るようにと催促されたわけだが，行って拝見すると，すでに壮んな

気運もなく，不快なことばもおっしゃらずに，ただ首をうなだれて，沈思黙考し

て，壁にもたれて座っていらっしゃった。その顔色は青白く，血の気が引いている

ようで，わたくしをご覧になった表情は，まさに発作が起こる寸前のようであっ

た。わたくしはその日に生を終えることになるのも覚悟の上で，世孫に対してくれ

ぐれも教戒を与え，幸せになるよう願って来たが，小朝のおことばと雰囲気はわた

くしの心配とは相違していて，

　「どうしてもうまくいかなかったが，あなたはしっかりと生きながらえるよう

　に。それにしても，なんという恐ろしさだ」

とおっしゃった。わたくしは涙を流して，ことばもなく，心もからっぽで，手をす

り合わせながら，座っていたが，このとき，大朝が徽寧殿にいらっしやって，小朝

をお呼びになっているという伝言がやって来た。そのようなときになっても，不思

議なことに，「避けたい」ということばも，「逃げたい」ということばもなく，左右
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の者にも気をお配りになって，いささかも発作をお起こしにならない。さっさと龍

抱をもって来るようにおっしゃって，お着替えになり，

　「わたしはおこりを病んでいるので，世孫の防寒帽をもって来てほしい」

とおっしゃった。わたくしはその防寒帽では小さ過ぎるので，ご自身の防寒帽をお

使いになる方がいいと思って，内人にもって来させたところ，思いの外にすぐに，

　「あなたはまことに恐ろしく，ずるがしこい人間だ。あなたはこれからも世孫と

　いっしょに長く生きるというのに，今からわたしは出て行き，殺される。それが

　忌まわしいので，わたしに世孫の防寒帽を使わせたくないというのだな。ようく

　わかった」

とおっしゃった。わたくしは，その日ご自身がそのような心境に至っておられたこ

とを知らなかった。またこの事態がどうなることやらわからず，人がよもや死ぬこ

ととなって，またわたくしたち母子の生命すらあわやどうなるかということになっ

て，意外千万のおことばであったから，わたくしはぞっとして，世孫の防寒帽を

取って来させた。

　「おことばがあまりに意外でしたので，これをもって来させました」

と申し上げると，

　「ああ，いやだ，いやだ。いやがっているものを，どうして被れよう」

とおっしゃった。こうしたおことばがどうしてご病気にかかっていらっしゃるよう

であったろう。はなはだ恭順な態度を示しておいでであったが，これもみな天の所

為であって，痛ましいかぎりであった。そのようにして，時間も遅くなり，催促が

頻りに来て，お出になったが，大朝は徽寧殿にお座りになって，みずから剣をたず

さえて，なぐりつけながら，小朝の処分をしようとなさった。とてもとても悲しく

て，その様子は，わたくしはとてものことに，書き記すことができない。ああ，な

んと悲しいことであろう。

　小朝が出て行かれて，大朝が激怒なさっているお声が聞こえた。徽寧殿は徳成閣

とは遠くはなく，塀の下から人をやって見させたところ，はたして，はやくも龍抱

は脱がされ，伏せっていらっしゃり，大処分であることがわかったので，天地が動

転して，胸腸が崩れて裂けるかのようであった。そこにはとてもいたたまれず，世

孫のいらっしゃるところへ行って，たがいにしっかと抱きあって，どうしていいか

もわからないでいたが，申の刻のころに内官がやって来て，外の焼厨房にある米を

入れる櫃を運ぼうとした。どういうことかわからず，気もそぞろで，外に出ること
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もなかったが，世孫宮は悲しいことのあるのを知ってか，門庭の前に出て，

　「お父さまをお助けください」

と叫ばれたが，大朝は，

　「こちらに来てはならない。出て行け」

と，きびしく号令なさった。世孫はなす術もなく，王子斎室に座していらっしゃっ

たが，そのときの情景は古今東西，天地の間にないものであった。世孫を抱きかか

えてお出ししたが，天地が塞がって，日月ともにかきくれ，わたくしはどうして一

時でもこの世にとどまりたいと思ったことであろう。刀を執って，命を絶とうとし

たが，かたわらの者が刀を奪い取って，意のままにならず，ふたたび死のうとして

も，あたりに寸鉄もなくて，かなわなかった。崇文堂を通って徽寧殿へ出る建福門

という門の下に行ったものの，なにも見ることができず，ただ大朝が刀でなぐりつ

けていらっしゃる音がして，小朝が，

　「お父さま，お父さま，悪うございました。これからは，お心にかなうようにし

　て，書物も読み，お話しもちゃんとうかがいます。だから，こんな目に遭わせな

　いで，どうぞお許しください」

とおっしゃる声が聞こえて来た。その声を聞いていると，肝腸が寸々に切り刻まれ

るようで，目の前が真っ暗になり，胸をいくらたたいたところで，どうしようもな

い。ご自身の勇気と壮気をふるってみずから櫃にお入りになったが，いくら入るま

いとなさったところで，畢寛，入らざるをえなかったのだ。最初は飛び出ようとな

さったもののかなわず，とうとうあきらめの境地に至られたが，天がどうしてこの

ように仕向けたものか，万古にない悲しみであって，わたくしは門の下で号泣した

が，それに応じなさることはすでになかった。

　小朝がすでに廃されていらっしゃるのに，その妻子がなにごともないかのように

宮廷にそのままいるわけにはいかない。世孫を外にお出ししてしまうと，その後ど

うなることか，あまりに恐ろしく，心配であったから，その門のところに座ったま

ま，大朝に上書して，

　「処分をこのようにお決めになったからには，罪人の妻子がなにこともなく宮廷

　にいては，おそれ多うございます。世孫を長らく外にお置きすれば，そのことで

　罪の重なる身となることが恐ろしうございますが，ただいまは，実家に帰らせて

　いただきとうございます」

としたためて，やっとのことで内官をつかまえて，もって行かせた。まもなく，お
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兄さまが現われて，

　「ただいまは，あなたは庶人となられたので，宮廷にとどまられることはかなわ

　ず，実家に帰るようにということであった。あなたは籠に乗って，世孫は藍輿に

　お乗せして，そうしてお帰りになるようにということです」

とおっしゃった。たがいに抱き合って，悲しくて号泣したが，背負われて，清輝門

から儲承殿の差備門に出て，そこに籠を置いてあったから，サ尚宮という内人が

いっしょに乗り込んだ。別監が籠を担いで，あまたの上下の内人がみな後を追って

ついて来て，働実したが，万古天地の間にこうした光景がいったいどこにあるであ

ろう。わたくしは籠に乗るとき，気持ちが動転していたので，挨拶もできなかった

が，サ尚宮がよくとりなして，やっとのことで戻って来ることができた。実家に

戻ってからというもの，わたくしはコンノンバン33）に臥したきりで，世孫はわた

くしの仲父とお兄さまとがお世話して過ごし，世孫の墳宮はあちらの屋敷から籠に

乗って清術といっしょにやって来られたが，その悲しい状況をどう生きながらえた

ものであったろう。わたくしは自決しようとしても，とてもできない。よくよく考

えれば，死ねば十一歳の世孫に度重なる悲痛を残すことになり，また，わたくしが

いなければ，世孫はどのようにしてお育ちになることができようか。耐えがたきを

耐えて，母親としての生命をまっとうしようと，天に向かって叫んだが，万古にわ

たくしのような母親がどこにいたであろう。世孫は実家に戻って，顔を合わせる

と，幼い年齢にもかかわらず，恐ろしく，悲しい目に遭遇されて，そのお心の中は

どのようであったかと，あらためておどろき，ご病気におなりにならないものかと

心配でならずに，

　　「まことに悲しいことではございますが，これもみな天命でございましょう。世

　孫が身体を平安に保って，成長なされば，国家は太平であって，聖恩に報いるこ

　とにもおなりです。この深い悲しみの中でも，世孫は決してお心をお痛めになら

　ないように」

と申し上げた。そんなことがあっても，お父さまは宮廷から遠ざけられることはな

く，お兄さまも官職がもとのままで往来なさった。世孫のお世話をしているのは，

仲父34）と叔父35）ふたりの外三寸で，昼夜となくお守りして，またわたくしの季の

弟36）は子どもの時分からやって来ては，世孫といっしょに遊んだ。その子どもと

わが家の小さな居間にいらっしゃって，お眠りになって，八，九日が過ぎたころ，

金判書時黙37）とその子弟の金基大らがやって来て，拝謁しようとしたが，わが家
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は狭い上に，世孫宮の上下の内人たちが全部いっしょに出て来ていたために，南の

垣根の外の校理の李敬玉の屋敷を借りることにして，金判書の妻がその嫁を連れて

来て，墳宮にお仕えするようにさせたので，塀を越えての往来をするようになっ

た。

　そのとき，お父さまは罷職して，東郊に長らくいらっしゃったが，大朝は大処分

をなさって，すっかり事がすんでしまって後，ふたたびお父さまを登用なさって，

領相に命じるためにお呼び付けになった。お父さまは思いの外のことと小朝の処分

の消息をお聞きになって，悲しみ，おどろいて，駆けつけるようにして，やって来

られたが，宮下に至って，ほとんど気絶なさらんばかりであった。ちょうど世孫は

王子斎室にいらっしゃるときで，気絶なさったことをお聞きになって，世孫ご自身

がお用いになる清心丸をくださったが，ほとんど息も絶えんばかり，ご自身でもま

たどうしておめおめと生きながらえようというお気持ちであったろう。ただ，わた

くしの気持ちと同じように，たとえ悲しみの中であっても，世孫をたいせつに保護

しようというまこころだけはおもちで，お側を片時も離れずに，世孫を擁護して，

宗社を保全なさろうという血心と丹忠は，天地神明がよくご存じのことであったろ

う。むごたらしく，まがまがしい事態の中で，なんとか生きながらえたものの，ど

う耐え忍んで来られたことであったろう。呉ユソンと朴性源が屋敷の大門の外に来

て，世孫を謹慎させるようにといったが，謹慎は当然のことであったとしても，幼

い子どものこととて，どうすればいいというのだろう。世孫は昼には屋敷にいらっ

しゃって，お過ごしであった。

　東郊から戻られた後，すぐにお父さまにお会いすることができず，心配であった

が，その翌日，お父さまがお許しを受けてやって来られ，母と子はお父さまにしが

みついて，みなで働嬰したことであった。大朝のご命令をお伝えになったが，それ

は，わたくしが世孫をお世話し，保護せよ，というものであった。このとき，この

ご命令は，悲しみの中にあっても，世孫のためにはどんなに嬉しくて，涙を流した

ことであったか。わたくしは世孫の頭を撫でながら，大朝のご恩に感謝して，

　「わたくしはあなたの父親の妻として，この事態を迎え，あなたは息子として，

　この状況に遭遇したが，ただ生命をいとおしむのがよく，だれを恨み，答めると

　いうものではありません。われわれ母子が今生きていられるのも，王さまのご恩

　なのです。仰ぎ見て，お頼りして，命をつなぐのも，一に王さまにかかっていま

　す。あなたに望むことは王さまのお気持ちを理解して，精一杯，気を取り直し
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　て，立派な人間になってくださることです。そうして，王さまのご恩に報いれ

　ば，あなたのお父さまにとっても孝子とおなりです。それ以外に，大切なことは

　ありません」

と教訓した。そして，お父さまに対して，大朝のご恩を感謝しながら，

　「残った日々はくださった日々で，ご命令のとおりに従うつもりであることを王

　さまに上奏なさってください」

と申し上げたが，わたくしのこのことばには少しの飾りごともなかった。最初から

あのように愛情うすく遠ざけてお育てになったことが悲しく，しだいしだいにこの

ような状況に立ち至ったのだから，どうすることができようか。わたくしはすこし

も心に含むところがなく，あえてお恨みすることはなかった。お父さまがやって来

られて，世孫を抱いて働嬰なさり，慰めながら，

　「こうなさったことは正しくて，世孫が賢くなられ，また，聖王になられれば，

　それが王さまのご恩に報いることで，お生みになったお父さまに対しても孝子と

　なられることです」

とおっしゃって，帰って行かれた。

　日が経つままに，とても悲しい状況を考えるばかりで，どうしていいかわから

ず，心は昏倒したままに過ごした。十五日のあいだ，小朝をお入れした米櫃はきつ

くきつく閉めて，奥深いところに置いて，やがて上の宮廷に参らせたというが，そ

のほかのことは知ることはできなかった。宮廷の中の緋鍛の匹は出されることがな

く，襲瞼の諸道具もお父さまがみな差配なさったが，この世への恨みをお残しにな

らないように気をお配りになった。お父さまは，それまでの何年もの間，衣帯症に

対して衣服を無数にくださったが，この度の葬事の衣もみな仕度してくださって，

小朝のためには最後までまこころをお尽くしになった。

　二十日の申の刻に，激しい雨が降り，雷声も轟いたが，小朝が雷をひどく怖がっ

ていらっしゃったことを思い出して，どうなさっていることかと気が気ではなかっ

た。わたくしは心の中で，穀を絶って，飢え死にでもしよう，水の深みにでも飛び

込もうと，手拭いを撫でて，刀もしばしば手に執ったが，心弱く，強い決断をする

ことができなかった。しかし，食事がろくに喉を通らず，水も重湯もいただくこと

ができないのに，わたくしの生命がもちこたえたことは不思議だった。その二十日

の晩に，雨が降り出したときが，小朝のいまわのときであったが，どうしてこの状

況に耐えることができたのだろう。その場で，身を震わせて悲しみ，生き残ること
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が，むごたらしく，まがまがしいことに思われたことであった。

　宣禧宮は，仕方なく，あのように申されて，宗社のために大処分をなさるように

と進言なさったが，小朝のなさったことはなにもかもがご病気のなせるわざであっ

たことを深く悲しんで，恩恵をお与えになって，喪事も例の通りに行われるように

お望みであった。大朝はそのような処分をなさっても，お怒りは衰えることなく，

したがって，小朝がお近づけになった妓女，内官の朴必寿，あるいは別監や，匠人

や，巫女に至るまで，みな死刑になさったが，これは当然のことであったから，あ

えて取り上げるまでもないことであろう。ただ，無性に悔まれることは，衣帯病に

よっておびただしい衣服を，取り替え，取り替え，召していらっしゃったのに，最

後は白木綿の衣服一着で過ごされ，その日も白木綿の衣服でいらっしゃったことで

あった。

　大朝はいつご覧になっても，小朝が道抱か龍抱をお召しになっているのに，その

日は初めて木綿の衣服をお召しになっているのをご覧になって，そのご病気はご存

じなく，

　　「おまえはわたしを亡き者と考えて，白木綿の喪服を着て現われたのだな」

とおっしゃったので，いよいよ残された道のないことをお悟りになった。

　　「今まで使用した道具をすべてもって来い」

とおっしゃったことがあったが，その中には軍旗など一切合財があった。国喪で

あっても，喪杖38）は一本のほかは使わないはずなのに，小朝は異常なご病気に

よって，親の喪にしか必要もない喪杖を何本もお作りになったことがあった。生涯

愛して，左右に離さずに置いておかれたのが環刀と宝剣であったが，わざわざ喪杖

の形をこしらえてそれを刀の鞘にして，柄を作り，その喪杖をついて歩き回られる

ことがあった。わたくしもそれを拝見して無残な思いがしたが，その忌まわしい何

本もの喪杖を見逃がすこともできず，お怒りになっている大朝は，いよいよいきど

おり，お怒りが爆発したのだったから，どうして喪を立派になさろうというお気持

ちがあったろう。小朝のご病気はご存じなく，まったくの不孝者としてお亡くなり

になったことが，悔まれる。

　初めは，臣下の喪として例に従って行うようにということであったが，そうする

わけにもいかない。この事態に至って，世孫を救い出すことが天恩であるとして，

ご病気によって処刑なさったものの，十四年の間，摂政の君としていらっしゃった

のだから，喪も上下のけじめを見せて行われれぱ，上徳というところであったが，
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そうすることもできない。わたくしどもはただ悲しむだけのことで，二十日には，

なす術もない状態であったが，復位なさることにして，喪事の始めから終りまで必

要な道具をお整えになることになった。大朝の思い至らぬところはなくて，復位の

ことを慎重にお考えになって，すべてを前例どおりになさることを躊躇なさってい

たが，やむをえずに，二十一日の晩には小朝を復位なさった。そこで，大臣たちが

入侍して，初喪の次第を定めて，初めは，蹟所は龍洞宮で行うことになった。

　お父さまはこの状況にあって，すこしも判断をお誤りになることはなかった。王

さまのお心にたがうことがあれば，そのときにはお怒りが火のようであったが，わ

が家の存亡は二の次にして，世孫を保全できないことにならないよう，わずかでも

王さまのお心が変わらないようにお努めになって，屋敷にお戻りになったのを忘れ

ることはできない。世孫には，決して遺恨をおもちにならないようにと，忠義を尽

くし，誠を尽くされた。左右に周旋して，小朝の復位の後，贈り名を賜わるように

なさり，檀宮は侍講院として，三都監39）は規則どおりにするようにお定めになっ

た。こうして，必要なことはみな決めて，ご自分が都提調となって，みずからお世

話して墓所を決めるなど，細々としたことまで，少しも礼に欠けることのないよう

になさった。お父さまがお世話をなさらなければ，どの臣下があえて口出しをし，

王さまもどうしてお顧みになることがあったろう。その日，お父さまは侍講院でお

世話なさった後，暁になって屋敷に戻って来られ，わたくしたち母子をご覧になっ

て，わたくしの手を取り，中庭で声を失うほどに働実なさって，

　「これからのあなたは世孫に仕えて，長生きをするのだ。そうして，老境に至っ

　てから，洋々たる福禄を授かるがよい」

とおっしゃった。そのときのわたくしの悲しみは万古にどうしてくらべるものがあ

りえたろう。

　わたくしは宮廷に参るや，時敏堂において発喪し40），世孫は建福閣において挙

哀4Dなさった。墳宮はわたくしのかたわらに清街といっしょにいたが，天地の間

にこのように悲しいことがいったいどこにあるだろうか。喪事の始まりから終りま

でに必要な衣服を整え，すぐに襲42）を行ったが，暑い時期であったにもかかわら

ず，ご遺体はすこしもそこなわれず，その悲しみは今まで考えも及ばなかったもの

で，襲の後に瞼43）を行うために，前に出て行くわたくしの立場は千古にまれで，

他の人の経験することのないものであった。その悲しい状況の中で，小朝とお交わ

しした話しなどを思い出していたが，天を呼び地を極めるような広大な愛を被って
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いながら，こうして自分だけが生きながらえていることが恥かしく，幽明の境を隔

ててしまい，その天を衝くような壮気を拝見することもできなくなって，意味もな

く生き残った者の憾みはいかばかりであったろう。

　喪事の始めから終りまで，その悲しさはくらべるものとてなかったが，今回は

人々は臣下としての服喪のきまりをとらず，大殿官と内官のたぐいはみな色の浅い

服を着た。梓宮の祭奥は外で行うこととして，中で準備することを恐れて，時機を

うかがっていたが，大朝には特に祭祀をご覧になろうというおことばはなかったか

ら，朝夕の上食44）と，朔望の奥45）だけをみな例のとおりに行った。世孫，世孫績の

両宮と郡主とを，小朝のご遺体を梓室46）にお入れする前には，とても拝見するに忍

びなかったが，成服47）の日にはお出になって芙を挙げることとなっていた。世孫

が哀痛して，お挙げになる突声はとても聞いていられたものではなく，だれであれ，

感動しない者はなかった。七月が因山48）ということになって，その前に宣禧宮が

わたくしのところにやって来られ，梓室に向かって，頭をたたき，胸を打って，働芙

なさったが，その情理は相変わることなく，決してお薄れになることはなかった。

　因山に際し，大朝は墓所にみずからおもむかれ，題字までみずからお書きになっ

たが，父と子のあいだで幽明界を隔てることになって，今はたがいにどのようなお

気持ちでいらっしゃったか，考えも及ぼない。七月に春坊49）を附設なさって，こ

れで完全に世孫がお世継ぎとなることが決まった。大朝のおかげであることはもち

ろんであるが，お父さまのこ忠義と懸命に保全申し上げた功績がなければ，いった

いどうなったことかわからない。

　八月に，大朝は嬉源殿において茶礼を行われた。わたくしは恐縮したものの，行

かないわけにもいかず，真殿に近い拾翠軒という建物にまで参って，大朝を拝した

が，わたくしの悲しい心の内は万分の一もあえて披露することはせず，

　「母と子がこうして健やかでいられるのは，みな王さまのおかげです」

と申し上げた。大朝はわたくしの手をとらえて，

　「あなたがこのように気の毒なことになってしまい，とてもあなたを見るに忍び

　ないが，こうしてわたしの塞いだ心を晴らしてくれるのは，まことにうれしいこ

　とだ」

とおっしゃったが，このおことばをうかがって，わたくしの心はいっそう塞いだ。

　「世孫を慶煕宮にお連れして，教育なさるように，お願いします」

と申し上げると，
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　「あなたは世孫と離れても，それに耐えることができるのか」

とおっしゃったので，わたくしは涙を流しながら，

　「離れ離れになって，寂しいということなどは小事であって，上にお仕えしてお

　学びになることは大事です」

と申し上げた。そうして，世孫を上にお上げすることに決まったが，母と子の普通

の情理として，たがいに離れて生きることをどうして耐えることができようか。世

孫はわたくしから離れて行くのがつらく，泣きながら出て行かれたが，わたくし自

身も心が切り刻まれるようであるのを，じっと耐えて過ごした。大朝のご恩は重

く，世孫を愛されることは至極であって，宣禧宮はご子息への情愛を世孫にお移し

になって，座臥起居と飲食のすべてにお心を尽くされ，誠心でもってお世話なさっ

たが，宣禧宮の心情として，どうしてそうしないでいられたろう。

　世孫は四，五歳のころから，文章を好まれ，居所を別にして過ごしていても，学

問に励んでいらっしゃらないのではないかという心配はせずともよかった。わたく

しを思い出されることが日に日にはなはだしく，世孫が母親を慕われる情はまこと

にこまやかで，暁に目覚めて，わたくしに手紙を書かれ，書莚の前にわたくしの返

事を読んで，お心を落ち着けられるというふうであった。三年の離れて過ごしたあ

いだ，いつも変わらずにそれをお続けになったが，不思議なほどに大人びていらっ

しゃって，わたくしは持病がしばしば出て，三年のあいだというもの，その病が去

ることがなかったが，遠く離れていても，医官と相談して，薬を調えてお送りくだ

さったのは，まことに立派な大人のすることのようであった。これはみな天性の孝

心のなせるところであったろうが，十歳あまりの若年にもかかわらず，どうしてそ

のようであったのだろうか。

　その年，千秋節50）を迎えて，わたくしはじっとしずかにしていたが，ご命令に

よって，やむをえず，参ったところ，大朝はわたくしをご覧になって，憐れにお思

いになることが以前に増して，わたくしがいた建物は景春殿の南側の小さな建物で

あったが，その名前を嘉孝堂とお付けになって，みずから筆を執ってお書きになっ

た懸板をくださった。

　「あなたの孝心に今日は報いようと，これを書いて見たのです」

とおっしゃったので，わたくしは涙を流しながら，それを受け取って，なにもお答

えすることばが出て来ないのを心配していたところ，お父さまがやって来られて，

感謝して，
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〔翻訳〕恵慶宮洪氏『閑中録』（三）（梅山）

　「今日，この嘉孝の二字を懸板として懸けるようにとおっしゃったのは，子孫の

　宝となるものです。お上のこ慈愛と下にあってこれをお受けになった孝誠の心は

　まことに喜ばしいかぎりです」

とおっしゃった。かかる大朝のご恩を拝受した道理として，これからは封書にその

堂号を書いてやり取りするようにとおっしゃって，感謝の思いを骨に刻んだことで

あった。先王51）は慈慶殿を造って，わたくしが住まうようになさったが，そのと

き，処遇がわたくしにはあまりに高くてもったいなく，まばゆいばかりに光り輝く

建物にいたいという気持ちではなかったものの，その孝行のお気持ちに感動して，

つとめておことばに従うことにした。その建物で余生を終えることとなったので，

嘉孝堂の懸板を移し，慈慶殿上房南便の門の上に懸けて，英廟の慈恩を忘れないよ

うにしたのであった。

　その年の十二月に詔勅があって，大朝は世孫をお連れになって，魂宮52）にお参

りになった。お帰りになるとき，世孫を元通り連れて帰ろうとなさったが，世孫は

母親と離れることをとても悲しがって，お泣きになった。そのご様子をご覧になっ

て，

　「世孫はあなたから離れることがとてもできずに，むずかっている。置いて行く

　ことにしよう」

とおっしゃった。大朝ご自身も世孫を慈しんでいらっしゃるのに，世孫の方はその

お慈しみのお心を考えることなく，母親のことだけを考えていらっしゃる。そのこ

とを辛くお思いのようであったから，わたくしが，

　「世孫がお下がりになれば，王さまが恋しがられ，お上がりになると，母が恋し

　がりますが，王さまがお帰りになれば，王さまを恋しがりなさいましょう。むず

　かっていらっしゃっても，どうかお連れになってください」

と申し上げると，顔色をなごませて，

　「そうすることにしよう」

とおっしゃって，連れて，お帰りになった。世孫は大朝に随行されて，母親が人情

が薄いために，離れて行かせるのだとお思いで，泣いて行かれたが，わたくしの心

もいかほどであったろうか。大朝にお従いになって，その父親の果されなかった子

の道を受け継ぐことが正しく，また政治や国家のことを正しく学んで知ることがい

いことで，決して離れたくはないという母親の情を切り捨てて，わたくしは見送っ

た。これはみな以前のことをきびしく心に懲戒して，世孫をして一心に大朝に孝誠

一 117一 245



を尽くさせ，かわいがってくださるお心にすこしでも背くことがないよう気を配っ

たからのことで，今となっては，どうして世孫のための私情だけで立ち働くことが

できたろう。

　宗社の安危が世孫の一身にかかっていて，わたくしの切ない心は天の見そなわす

ところであろうが，これはひとりわたくしの心に出たことではなく，みなお父さま

がわたくしを導いて，婦女の些細な私情を顧みることなく，大義につくよう訓戒な

さったことによる。お父さまの苦心と血忠はすべて世孫のため，国家のために注が

れたが，だれがそれをみな仔細に理解しえたろう。

　世孫は魂宮を離れて出て行かれたが，悲しんでお泣きになる声は，聞く者のだれ

が感動しないでいられたろう。魂宮のお位牌には意志などないはずなのに，その子

が来て，哀突なされば，位牌もお喜びになるようで，もの寂しい魂宮にも光りが差

して，悲しみの中にも，かえって慰められるようであったが，それにしても，もし

わたくしが世孫を産んでいなければ，宗社はいったいどうなっていたことだろう。

危機に瀕した国家がみずから保全しようとしたのか，庚午の年（1750）生れの子が

死んだ後に，壬申の年（1752）の慶事があったのであった。

　壬午の年（1762）の禍変は万古にないことであって，小朝ご自身には千万の不幸

が重なって，そうした事態に立ち至ったが，子息を残してご自身の跡を継がせるこ

とができ，喪の後は，大朝は慈しみ，世孫は孝を尽くすことに余念がなかったか

ら，ふたたびなにかがあろうとは，夢にも考えたであろうか。ところが，甲申の年

（1764）二月の処分53）は千万の夢にも思わなかったことで，上のなさったことと

いっても，下の者があえてそのように仕向け申したもので，わたくしのそのときの

悲しみはくらべるもののないほどであった。わたくしは，禍変のときにあっても，

苦難の多いこの人生を終らせることなく，生きながらえたのであったが，そうして

今度のことに遭ったのは千万の禍根であったといってよい。そのまま死んでしまい

たかったが，生命を意に任せることができず，その処分を憾みながら，あえて耐え

たものの，悲しみは壬午の年に劣らず，宣禧宮もお食事を廃して，おどろき悲しま

れたが，それをどうしてみな記録することができようか。

　世孫は幼年ながらも，古今にない悲しみを抱き，また帝王の家に例のないような

事柄に当面して，はなはだお哀しみになって，いよいよ喪服をお脱ぎになるときに

は，突泣の声が天を貫き，地を極めるようで，初喪の際に天地がかきくれたときの

悲しみをさらに上回るようであった。年齢も二歳お増えになっていたので，ご自身
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のお心にも遭われたことが理解できて，ますますお憾みになったようであった。わ

たくし自身の肝腸も燃えて，溶けてしまうようであって，すぐにでも死んでしまい

たかったが，世孫のお悲しみになるさまは，とても見るに耐えないものであった。

わたくしがいなければ，世孫のお身体がいっそう危ういことになるようで，事ここ

に至っては，ますます世孫をお守りすることが大切になった。

　わたくしは心をつよく奮い立たせて，世孫をお慰めして，千金のお身体を保護す

ることとし，たとえ世孫の遺恨が万端であったとしても，おのずとおとなしくなさ

り，父親の無念に報いようとなさっても，あれこれと説諭して，お気持ちを鎮静な

さるようにしたが，世孫は終日食事を廃し，果泣して，はなはだお悲しみであっ

た。なんとかお慰めしようと，横に抱いてお寝かせして，あやして，おやすみにな

るようにしたが，なかなかおやすみにはならず，そのご様子は古今にないもので

あった。その日というのは二月十一日のことであったが，どうしてそうした処分に

なったのか，奇怪千万なことであった。大朝が不意におわたりになり，嬉源殿にひ

さしくおとどまりになって，わたくしのところにやって来られたが，わたくしに

は，なんであれ，あえて申し上げることがあったろうか。

　「母と子が今も生きていることは王さまのご恩によるもので，処分がこのような

　ことになったところで，なにを申し上げることがございましょう」

と申し上げると，

　「あなたがそうおっしゃるのはまことに立派な心がけだ」

とおっしゃった。情理として理解しようとしても，悲しみと恨みとはすっかり消え

去ったわけではなかった。わたくしの命運にはますます奇怪なことが襲いかかろう

としていたが，いったいどうすることができたというのか，万古にもない運命で

あった。

　七月の潭祀54）は，宣禧宮もやって来られて，執り行われ，秋も終れば，姑と嫁

とで会って，相談することにしようと，ねんごろに約束していたのに，突然，背腫

がおできになって，七月二十六日に宣禧宮はお亡くなりになった。わたくしの悲し

みはどうして普通の嫁と姑の情であったろう。国家のためだといって，母親として

とてもできないようなことをなさったが，たとえそれで世孫が救われたとしても，

その悲しみはいかばかりであったろう。

　「わたくしは人としてとてもできないことを，あえてしてしまった。わたくしの

　跡には草も生えないでしょう」
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とおっしゃり，また，

　「わたくしの本心というのは国のため，王さまのためということでしたが，考え

　れば考えるほど，なんともむごく，まがまがしいことをしてしまいました。あな

　たにはわたくしの気持ちがわかっていただけようし，世孫とその姉妹たちにもい

　ずれわかっていただけよう」

とおっしゃっていた。いつも夜はおやすみになれないようで，建物の東の離れの後

に出てお座りになっては，東方を仰ぎ見て，お心をくりかえしお痛めになって，あ

るいはそうした処分がなくても，国家は安泰だったのではないか，ご自身は誤った

のではないかと考え，またそうではなかったと思い直されるのであった。女の愚か

しい所見で自身がどうして誤たないでいられたろうともお思いであった。魂宮に参

られたときには，泣き叫んで悲しまれ，心中に病をかかえ，お身体をこわすほどに

いよいよお悲しみであった。

　大体，あの年のことを，今の人々のだれがわたくしと同じほどに知っていよう。

また，その悲しみが，わたくしと先王ほどの者がいったいどこにいて，景慕宮にわ

たくしと同じほどにわずかのすきもなく誠を尽くした者がどこにいようか。そのこ

とで，わたくしはつねに先王に，

　「あなたはたとえご子息であっても，そのときはとても幼くていらっしゃいまし

　た。ご自身が仔細にご存じないことで，あの年に属することは，どんなことであ

　れ，わたくしにお尋ねになることにして，他の人の騒がしい話しはそのままお信

　じにならないでください。人々が一時の寵愛を手に入れようとして，ちょっと

　違った噂を王さまのお耳に入れるかもしれませんが，すべて怪しい話しだとお思

　いください」

と申し上げていたが，先王は，

　「だれが知らないものですか。あの者たちが父母のために誠がなく，無限に侮辱

　を行ったことを。その侮辱に目をつぶって，そのまま景慕宮を過度に敬う態度を

　とれば，かえって，人の子としての道理に背くものです。議論も尽くさずに，王

　位を追贈したり，なにか贈り名したりすることも，今はわたくしたちのなすがま

　まですが，そうしたことをすれば，はっきりと知っていながら，情にほだされ

　た，愚かな人間であることを免れることができません」

とおっしゃった。わたくしは先王のお悲しみと思慮深さにとても思い及ばなかっ

た。
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〔翻訳〕恵慶宮洪氏『閑中録』（⇒（梅山）

　大体，あの年のことについては，世間では二つの議論があって，正と否に分かれ

ていたが，一つは，大処分は公明正大であって，天地の間にいささかもまちがいが

なかったとして，英廟の盛徳と大功とを讃えるばかりで，哀痛極まりのないもので

あったという心の欠けているものであった。これは景慕宮を不孝の罪科で亡き者に

なさったわけであって，英廟の処分は敵国を掃蕩したり，逆変を平定したりなさっ

たことと同じであるというものであったが，これでは景慕宮にどのような浮かぶ瀬

があり，またそのお子の先王にとってもどのようなお立場であることになったろう

か。これは景慕宮と先王に対してあまりにお気の毒な言である。もう一つの議論と

いうのは，景慕宮はもともとご病気ではなかったのだが，英廟は議言をお聞きに

なって，そうした過ぎた処分をなさったのだから，復讐し，恥を雪ぐべきであると

して，景慕宮のために恨みを晴らし，恥を雪こうという意図のものであった。しか

し，それでは英廟が無罪である景慕宮に対して，だれの議言を聞かれたにせよ，そ

うした処分をなさり，景慕宮がお亡くなりになってしまったということになって，

そうだとすれば，英廟にとってはどれほどかの失徳ということになるものであっ

た。二つのいずれにしても，三代の王さまにとってお気の毒なことになり，真相と

は異なるものであった。

　ともあれ，お父さまが何度もおっしゃったように，ご病気が重く，お身体も衰弱

なさって，国家の危機も呼吸の間に迫ったために，英廟は哀痛極まりないお気持ち

であったけれど，万々やむをえずに，あの処分をなさったので，景慕宮も正気にお

戻りのときは，徳を汚していないかと，ご心配なさっていたのに，ご病気がそうし

た天性を失わせて，ご自身でもなさったことをすべてお忘れであったのだ。

　ご病気におなりだったことはただただお気の毒であったが，ご病気はいくら聖人

であったところで，免れないものであって，景慕宮がどうして徳をお汚しだったと

いうことがあろう。実情はこうであり，そのときの事情もこうであって，ありのま

まにいえば，英廟のこ処分も哀痛極まりない状況の中で，万々やむをえない中でな

さったことであった。景慕宮にしても，不幸にも，お気の毒なご病気によって，

万々やむをえない立場に立ってしまわれたのであった。それが実情にもたがわず，

義理にも合致しているのであって，先の二っの議論のようであれば，一つは英廟の

失徳となり，一つは景慕宮の背徳となり，先王にとってもお気の毒で，この二つの

議論はお三方に対して不敬の罪を犯すものとなる。一方で，このこ処分はご立派で

あったとして，お父さまにだけ罪を被せようとして，お父さまが米櫃にお入れした
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というのだが，お父さまがそうなさらなかったという曲折は他の記録にも載せてい

ることであって，ここでまたくり返し述べるようなことはすまい。このようなこと

をいう輩というのは，英廟に忠節であるのか，景慕宮に忠誠であるのか，どちらと

もいえまい。先王があの年のことを無にしないようにとお思いなら，無論，東西南

北の言を仮借なさるがよく，あの年のあの日のことにたとえ是非があるとしても，

有罪と無罪が，先王の口によって，そうではなかったとくつがえすことはできない

ことだと知って，あの年のことを奇貨となさるのがよいであろう。わたくしどもの

意を迎えるように，ことばを弄して，事を起こし，人を害した上で，そうして忠臣

であるかのように振る舞う者がいるやもしれないが，万古にそのようなことが許さ

れていいものであろうか。

　四十年来，あの年のことでは忠逆が混乱して，是非が倒置して，今に定めること

ができないが，景慕宮のご病気は万々やむをえないものであり，英廟のこ処分もま

たやむをえないものであったのである。あの米櫃については，英廟がみずからお考

えになったものであったが，わたくしだろうと，英廟であろうと，至痛はおのずと

至痛であり，義理はおのずと義理であると知るべきであろう。悲しみの中において

も国家を保全して，長く支えられた英廟のご恩には感謝すべきであり，当時すべて

の臣下たちがやむをえずに話したことを，後人が想像するときには，不幸にもああ

だこうだと思い込むことがあっても，その処分や君臣の上下のことについて，あれ

これと口をさしはさむのを，どうして黙っていることができようか。あの年に起

こった事どもを，わたくしはとても記録して置こうという意志などなかったのだ

が，また思い返すに，主上55）が子孫としてその当時のことを荘然としてご存じな

いことがお気の毒であり，また是非についてもわきまえていらっしゃらないのでは

ないかと憐れんで，仕方なく，このように記録した。しかし，この中でとても自慢

できないのは抜け落ちた事柄が多いことで，わたくしの頭がすっかり白くなった晩

年に，これをよく書いたとはいうものの，人の頑迷なることがどうしてここに立ち

至ったのだろうか。天に叫んで，働突して，命数を恨むまでのことである。

　〔訳注〕

1）　英祖二女和順翁主の花婿の月城尉金漢蓋。

2）　忠臣，孝子，烈女を表彰して立てる赤い門。

3）英祖三十三年十一月（1757年11月），世子景慕宮が何日も進謁をしなかったた

　めに，英祖は怒り，位から下ろす命令をしたところ，世子が昏倒して，負傷したこ
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と。

4）

5）

6）

7）

8）

9）

10）

11）

人が死んで一年経って行う祭祀。碁年祭。

国家を挙げての喪。

服喪の人が盧幕にいること。

仁元王后の殿号。

貞聖王后の殿号。

王，王后，および王大妃の三年の喪を終えた後にその位牌を太廟に祭ること。

王妃のいらっしゃる御殿。あるいは王妃その人。ここでは貞純王后。

毎月六度，議政，台諌，玉堂などが入侍して，重大かつ緊要な政務について上奏

すること。

12）

13）

14）

15）

16）

英祖九女，和緩翁主。宣禧宮の所生の女子。日城尉鄭致達に下嫁。

著者の恵慶宮洪氏にとっては末の弟の洪楽倫。

同じく著者にとっては長兄の子。

平安監司。

本貫は延日，字は士瑞，号は南崖。英祖十三年丁巳，文科に及第，職は左議政に

至る。

17）

18）

19）

20）

21）

22）

23）

24）

昌慶宮慈慶殿の西にあった建物。

英祖四十年甲申，世孫を孝章世子の養子としたこと。

清風金氏金道泳の家。

清風金氏金道泳の息子が聖応で，その母親，すなわち金道泳の夫人の還暦。

正祖大王の大妃。

金聖応の息子。正祖の国舅の清原府院君。

頭髪の乱れを防ぐために頭にまとう馬の尾の毛で作った巾。

一品以上の官員が用いた，どんな模様も刻まない玉で作られた貫子，すなわち網

巾の紐を通すための輪。

25）

26）

27）

28）

29）

30）

31）

32）

33）

34）

正三品の官員が用いた模様の刻んである貫子。

婚姻に際し，新郎が新婦の家に鴨をもって行き，盆の上に置いて，敬礼する礼。

成鏡道にある陵の調査を行う役目。

英祖三十七年辛巳の一月から三月にかけて微行したこと。

同じく英祖三十七年三月晦日ごろ，平安道に微行したこと。

刑曹判書一P汲に仕えた羅景彦が英祖三十八年壬午五月十一日に起こした変。

英祖七女，和協翁主の花婿，永城尉申光綬。

慶煕宮にあった建物。

居間と板の間をあいだにして向かい合っている部屋。

すぐ下の弟の洪楽信。
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35）

36）

37）

38）

39）

楽信の下の弟の楽任。

一番下の弟の楽倫。

正祖の国舅の清原府院君金時黙。

喪に服する人がつく杖。父親の喪には竹，母親の喪には桐で作る。

積殿都監，国葬都監，山陵都監。都監は国家の大事に当たって臨時に設置する官

　庁。

40）喪を発すること。

41）死者の霊魂を呼び戻した後に，葬制（喪に服する主体をいう）が髪を解き，哀し

　み泣いて，喪に服すことを発表すること。

42）

43）

44）

45）

46）

47）

48）

49）

50）

51）

52）

53）

死体に屍衣を着せること。

死者の身体を洗い，耳目口鼻を覆うこと。瞼襲。

喪家で朝夕に祭壇の前に差し上げる飲食。

喪中の家で毎月の一日と十五日に行う祭り。

棺のこと。

喪が生じて，初めて喪服を着る日。

山陵に埋葬すること。

世子侍講院。

王世子の誕生日。

ここではわが子の正祖のことをいう。

王世子の葬礼後，三年のあいだ神位（位牌）を祭った宮殿。

英祖四十年甲申二月二十日，王世孫，後の正祖を孝章世子（英祖一男。英祖四年

　戊申に十歳で天折）の嗣子としたこと。

54）　大喪を行った次の月に行う祭祀。

55）著者の孫に当たる純祖のこと。
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